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令和６年度 

事 業 報 告 書 

自 令和 ６年４月 １ 日 

至 令和 ７年３月３１日 

公立大学法人福井県立大学 
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Ⅰ 法人に関する基礎的な情報 

１ 目標 

（１）理念・目的 

福井県立大学は、時代の発展に即応した学術文化の高度化を推進する拠点として、

真理探究の精神、広い視野と豊かな創造力、高度で専門的な知識・技術を有する有為

な人材を養成するとともに、先進的な科学の研究および技術の開発を行い、学術情報

を地域社会へ開放することにより、福井県はもとより、わが国の産業と文化の発展に

寄与することを目的とし、もって人類の永続的福祉の向上に貢献することを使命とし

ています。この使命を達成するために、次の三つの基本理念を掲げています。 

1 新しい時代にふさわしい魅力ある大学 

2 特色ある教育・研究を行う個性ある大学 

3 地域社会と連携した開かれた大学 

（２）教育目標 

1 学問への関心を引き出すとともに、全人的教養を身につけ、自立した個人とし 

て成長できる能力を養う。 

2 科学の飛躍的発展に対応できる高度な知識や技術とともに、専門職にふさわし 

い態度を身につけ、社会のニーズに対応できる能力を養う。 

3  少人数教育の特色を活かし、思考力・判断力・表現力・創造力・コミュニケー 

ション力などを併せ持った総合的人間力を身につけ、社会・個人との豊かな関 

わりを持つことができる能力を養う。 

4  国際化、情報化、少子高齢化などの時代の変化を踏まえ、生命と環境、経済・ 

社会、医療福祉の問題など新たな課題に取り組む能力を養う。 

5  自ら学問を探求する態度を身につけ、個性ある研究が行える能力を養う。 

6  地域社会との連携を深め、地域住民と協働した社会づくりに貢献できる態度を 

養う。 

 

２ 業務内容 

1  大学を設置し、これを運営すること。 

2  学生に対し、修学、進路選択および心身の健康等に関する相談その他の援助を

行うこと。 

3  法人以外の者から委託を受け、またはこれと共同して行う研究の実施その他の

法人以外の者との連携による教育研究活動を行うこと。 

4  公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供すること。 

5  大学における研究の成果を普及し、およびその活用を促進すること。 

6  前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 
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３ 沿革 

1920（大正 9）年 福井県農業試験場内に福井県農業技術員養成課程を設置  

1966（昭和 41）年 福井県農業短期大学校に改称  

1975（昭和 50）年 福井県立短期大学（農学科、経営学科、看護学科）を開学  

1982（昭和 57）年 第二看護学科を開設  

1984（昭和 59）年 専攻科地域看護学専攻を開設  

1992（平成 4）年 開学［福井キャンパス（経済学部・生物資源学部）］  

1993（平成 5）年 小浜キャンパス（海洋生物資源学科）、 

         生物資源開発研究センターを開設 

         看護短期大学部を併設  

1994（平成 6）年 看護短期大学部を福井キャンパスに移転  

1996（平成 8）年 大学院修士課程を開設  

1998（平成 10）年 大学院博士課程を開設  

1999（平成 11）年 看護福祉学部を開設  

2001（平成 13）年 看護短期大学部を閉学 

          地域経済研究所を開設  

2002（平成 14）年 学術教養センターを設置  

2003（平成 15）年 海洋生物資源臨海研究センターを開設 

         大学院看護福祉学研究科を開設  

2006（平成 18）年 大学院にビジネススクールを設置  

2007（平成 19）年 公立大学法人に組織変更  

2009（平成 21）年 海洋生物資源学部を開設（小浜キャンパス）  

2010（平成 22）年 キャリアセンターを開設  

2012（平成 24）年 地域経済研究所にアジア経済部門を設置  

2013（平成 25）年 恐竜学研究所を開設  

2016（平成 28）年 「福井県立大学オープン・ユニバーシティ構想」を発表 

         「福井キャンパス」の名称を「永平寺キャンパス」へ変更  

2017（平成 29）年 地域連携本部を開設 

         創立 25 周年記念シンポジウムを開催 

         ホームカミングデーを開催  

2018（平成 30）年 大学院生物資源学研究科生物資源学専攻に古生物学専門職種開設 

          大学院看護福祉学研究科看護学専攻に看護マネジメント学領域開設 

2020（令和 2） 年 あわらキャンパス開設 

         生物資源学部創造農学科を開設 

2021（令和 3） 年 あわらキャンパスに生物資源学部創造農学科教育棟を開設 

2022（令和 4） 年 かつみキャンパス開設 

          海洋生物資源学部先端増養殖科学科を開設 

2023（令和 5） 年 大学院健康生活科学研究科を開設 

          情報センターを開設 
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４ 組織図（令和６年４月１日現在） 
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５ 所在地 

法人は、事務所を福井県吉田郡永平寺町松岡兼定島第４号１番地１に置く。 

永平寺キャンパス 〒910-1195 福井県永平寺町松岡兼定島 4-1-1 

小浜キャンパス  〒917-0003 福井県小浜市学園町 1-1 

あわらキャンパス 〒910-4103 福井県あわら市二面 88-1 

かつみキャンパス 〒917-0116 福井県小浜市堅海 49-8-2 

 

６ 資本金 

   １０，７２５，２０９，４０４円（福井県出資） 

 

７ 学生数（令和６年５月現在） 

学生総数   ２，０２０名 

学部学生   １，８８６名 

博士前期課程   １０２名 

博士後期課程    ３２名 

 

８ 役員（理事および監事）      （令和６年５月１日現在／職順・五十音順） 

役職 氏 名 備考 任期 

理事長 窪田 裕行  R04.4.1～R07.3.31 

副理事長 岩崎 行玄 学長 R04.4.1～R07.3.31 

理事（教育・研究担当） 横山 芳博 副学長（総括） R04.4.1～R07.3.31 

理事（経営担当） 渡辺 利章 事務局長 R03.4.1～R07.3.31 

理事 [非常勤] 西山 和夫 ミツヤ㈱ 代表取締役会長 H31.4.1～R07.3.31 

理事 [非常勤] 林 正博 ㈱福井銀行 取締役会長 R03.9.1～R07.3.31 

理事 [非常勤] 森山 明子 神戸芸術工科大学副学長 R03.4.1～R07.3.31 

理事 [非常勤] 吉田 真士 ㈱福井新聞社 代表取締役社長 H28.4.1～R07.3.31 

監事 井筒 智子  弁護士 R05.9.1～R09.8.31 

監事 野波 俊光 公認会計士・税理士 R05.9.1～R09.8.31 

 

９ 教職員 

（１）常勤                     （令和６年５月１日現在） 

 職員数 
平均年齢 

当年度 前年度 増減 

教員 １７８人 １７２人 ＋６人 50.4 歳 

事務局職員 ５１人 ４２人 ＋９人 44.9 歳 

 ※副理事長（学長）、理事（副学長）、理事（事務局長）、理事を除く 

 ※事務局職員は福井県からの派遣者および法人採用職員 

 

（２）非常勤 

 ・非常勤講師  １５３人   ・非常勤職員   ３８人  
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Ⅱ 財務諸表の概要 

１ 貸借対照表 

 

 

２ 損益計算書 

 

（単位：百万円）

資産の部 金額 負債の部 金額

 固定資産 12,750  固定負債 959

 　有形固定資産 12,728  　長期繰延補助金等 934

 　　土地 4,961  　長期リース債務 25

 　　建物 7,577  流動負債 1,167

 　　　減価償却累計額等 △2,997  　運営交付金債務 0

 　　構築物 176  　寄附金債務 98

 　　　減価償却累計額等 △146  　未払金 865

 　　機械装置 159  　その他の流動負債 204

 　　　減価償却累計額等 △152  負債合計 2,126

 　　工具器具備品 2,878  純資産の部 金額

 　　　減価償却累計額等 △2,263  資本金 10,725

 　　図書 2,084  　地方公共団体出資金 10,725

 　　美術品・収蔵品 13  資本剰余金 △1,601 

 　　船舶 13  利益剰余金 3,578

 　　　減価償却累計額等 △13 

 　　車両運搬具 38

 　　　減価償却累計額等 △34 

 　　その他の有形固定資産 434

 　その他の固定資産 22

 流動資産 2,078

 　現金および預金 1,557

 　その他の流動資産 521  純資産合計 12,702

 資産合計 14,828  負債純資産合計 14,828

（単位：百万円）

金額

 経常費用 4,747

 　業務費 4,041

 　　教育経費 385

 　　研究経費 619

 　　教育研究支援経費 331

 　　受託研究費等 47

 　　受託事業費 61

 　　人件費 2,598

 　一般管理費 703

 　財務費用 3

 経常収益 5,019

 　運営費交付金収益 2,956

 　学生納付金収益 1,228

 　受託研究等収益 63

 　受託事業収益 81

 　補助金等収益 386

 　寄附金収益 68

 　その他の収益 237

 臨時損失 0

 臨時利益 13

 目的積立金取崩額 0

 当期純利益 285
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３ 純資産変動計算書 

 

 

４ キャッシュ・フロー計算書 

 
 

 

Ⅲ 財務情報 

１ 財務諸表に記載されて事項の概要 

（１）主要な財務データの分析 

① 貸借対照表関係 

（資産合計） 

令和６年度末現在の資産合計は 14,828 百万円であり、期首と比較すると 2,730 百

万円増となっている。 

主な増加要因としては、建物が 1,905 百万円増、工具器具備品が 47 百万円増、現

金・預金が 110 百万円増となったことが挙げられる。 

（負債合計） 

令和６年度末現在の負債合計は 2,126 百万円であり、期首と比較すると 680 百万

円増となっている。 

主な増加要因としては、長期繰延補助金等が 432 百万円増となったことが挙げら

（単位：百万円）

利益剰余金

資本金 資本剰余金 純資産合計

当期首残高 8,770 △ 1,512 339 317 0 2,738 10,652

当期変動額

Ⅰ　資本金の当期変動額 1,955 1,955

出資金の受入

減資

Ⅱ　資本剰余金の当期変動額

固定資産の取得 101 101

固定資産の除売却

減価償却 △ 190 △ 190

Ⅲ　利益剰余金（繰越欠損金）の当期変動額

利益処分による積立 13 2,725 △ 2,738 0

当期純利益（当期純損失） 285 285

前中期目標期間繰越積立金取崩額 △ 101 0 △ 101

当期末残高 10,725 △ 1,601 238 330 2,725 285 12,702

前中期目標期
間繰越積立金

教育研究等環
境改善積立金

当期未処分利益
（又は当期未処

理損失）

積立金

（単位：百万円）

区分 金額

 Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー 621

 　　原材料、商品またはサービスの購入による支出 △1,079 

 　　人件費支出 △2,636 

 　　その他の業務支出 △569 

 　　運営費交付金収入 2,884

 　　学生納付金収入 1,122

 　　その他の業務収入 899

 Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー △429 

 Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー △82 

 Ⅳ　資金増加額 110

 Ⅴ　資金期首残高 1,447

 Ⅵ　資金期末残高 1,557
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れる。 

（純資産合計） 

令和６年度末現在の純資産合計は 12,702 百万円であり、期首と比較すると 2,050

百万円増となっている。 

主な増加要因としては、資本金が 1,955 百万円増となったことが挙げられる。 

 

② 損益計算書関係 

（経常費用） 

令和６年度の経常費用は 4,747 百万円となっている。 

主な内訳としては、教育研究経費が 1,335 百万円（28.1%）、人件費が 2,598 百万

円（54.7%）、一般管理費が 703 百万円（14.8%）となっている。 

（経常収益） 

令和６年度の経常収益は 5,019 百万円となっている。 

主な内訳としては、運営費交付金収益が 2,956 百万円（58.9%）、学生納付金収益

が 1,228 百万円（24.4%）となっている。 

（当期総損益） 

令和６年度の当期総利益は 285 百万円となっている。 

 

③ 純資産変動計算書 

（純資産の変動） 

令和６年度末現在の純資産合計は 12,702 百万円であり、期首と比較すると 2,050

百万円増となっている。 

主な内訳としては、資本金が 1,955 百万円の増、減価償却費が△190 百万円とな

っている。 

 

④ キャッシュ・フロー計算書関係 

（業務活動によるキャッシュ・フロー） 

令和６年度の業務活動によるキャッシュ・フローは 621 百万円となっている。 

主な内訳としては、原材料、商品又はサービスの購入による支出が△1,079 百万円、 

人件費が△2,636 百万円、その他の業務支出が△569 百万円、運営費交付金収入が

2,884 百万円、学生納付金収入が 1,122 百万円となっている。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

令和６年度の投資活動によるキャッシュ・フローは△429 百万円となっている。 

主な内訳としては、有形固定資産の取得による支出が△427 百万円となっている。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

令和６年度の財務活動によるキャッシュ・フローは△82 百万円となっている。 

主な内訳としては、リース債務の返済による支出が△79 百万円となっている。 

 

（２）セグメントの分析 

 当法人は単一セグメントにより事業を行っている。 
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２ 重要な施設等の整備等の状況 

   該当なし 

 

３ 予算および決算の概要 

 
 

 

Ⅳ 事業に関する説明 

１ 財源の内訳 

   当法人の経常収益は 5,205 百万円で、その内訳としては、運営費交付金収益 2,883

百万円（55.4%）、学生納付金収益 1,121 百万円（21.5%）、その他収益 1,201 百万円

（23.1%）となっている。 

 

２ 財務情報および業務の実績に基づく説明 

中期目標を達成するための中期計画に基づき定めた年度計画に基づき業務を実施

した。その内容は、令和６年度業務実績に記載するとおりである。 

 

Ⅴ その他事業に関する事項 

１ 予算、収支計画及び資金計画 

（１）予算 

決算報告書参照 

 

（２）収支計画 

年度計画及び財務諸表（損益計算書）参照 

 

（３）資金計画 

年度計画及び財務諸表（キャッシュ・フロー計算書）参照 

（単位：百万円）

区　　　　　　分 予算額 決算額

収入

運営費交付金 2,853 2,883

施設整備費等補助金等 835 823

授業料、入学金および入学検定料収入 1,102 1,121

雑収入 84 112

受託研究等研究収入および寄附金収入等 84 165

目的積立金取崩 122 101

計 5,080 5,205

支出

教育研究経費 997 892

一般管理費 658 691

人件費 2,461 2,579

施設整備費等 880 834

受託研究等研究経費および寄附金事業費 84 159

計 5,080 5,155

0 50収入　－　支出
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２ 短期借入れの概要 

該当なし 

 

３．運営費交付金債務及び当期振替額の明細 

（１）運営費交付金債務の増減額の明細 

 

 

 

（２）運営費交付金債務の当期振替額の明細 

 
 

（単位：百万円）

交付年度 期首残高 期末残高

令和５年度 85 0 85 － 85 0

令和６年度 0 2,884 2,884 － 2,884 0

合計 85 2,884 2,969 － 2,969 0

交付金当
期交付額

運営費交
付金収益

資本剰余金 小計

当期振替額

（単位：百万円）

金額

計 13

・費用進行基準を採用した事業等
　特定運営交付金にかかる事業等

期間進行
基準によ
る振替額

費用進行
基準によ
る振替額

計 642

運営費交
付金収益

642

資本剰余金 －

会計基準
第79第5
項による
振替額

運営費交
付金収益

13
・運営費交付金債務の残高

資本剰余金 －

内訳

運営費交
付金収益

資本剰余金

2,314

－

・期間進行基準を採用した事業等
　費用進行基準を採用した業務以外の業務

2,314計

区分



 

 令
和
６
年
度
 
業
務
実
績

 

第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

 
 

Ⅰ
 

新
学
部

・
新
学

科
の
創
設

 

（
１
）
広
く

「
農
」

を
学
ぶ
新

学
科
 

（
開

設
目
標

：
第
３

期
中
期

計
画
期

間
の

早
期

）
 

①
農
業
生
産

技
術
か

ら
実
践
的

な
経

営
、
農

業
農

村
の
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

、
環

境
保

全
ま
で
「

農
」
を

幅
広

く
学
べ

る
新
学

科
を

開
設
し

、
地
域
を

元
気

に
で

き
る
起

業
家

精
神
を

備
え

、
食
・
農
・
環
境

を
総

合
的

に
体
得

し
た

「
農
」

の
ゼ

ネ
ラ
リ

ス
ト
を
育

成
す

る
。
 

 （
２
）
水
産

増
養
殖

を
中
心
に

学
ぶ

新
学

科
 

（
開

設
目
標

：
第
３

期
中
期

計
画
の

期
間

中
）
 

①
新
魚
種
の

導
入
や

養
殖
技
術

の
開

発
、
新

市
場

開
拓
な

ど
水

産
増

養
殖

を
専

門
的

に
学

ぶ
新

学
科

を
開

設
す

る
。

嶺
南

地
域

の
新

た
な

地
場

産
業

の
創

出
を

は
じ

め
、
世

界
的

に
高

ま
る
増

養
殖

ニ
ー

ズ
に

応
え
る

人
材

を
養
成

す
る

。
 

        （
３
）
次
世

代
の
地

域
リ
ー
ダ

ー
を

養
成

す
る
新

学
部
 

（
開

設
目
標

：
第
３

期
中
期

計
画
の

前
半

）
 

①
地
域
経
済

研
究
所

の
研
究
活

動
等

の
成

果
を
活

か
し
、

地
域
の

産
業

、
自

然
、
歴

史
、
文

化
な

ど
の

学
修
を

ベ

ー
ス
に

、
観

光
や
産

業
振
興
、
自

治
体
運

営
な
ど

地
域

の
課
題

解
決

の
た
め

の
手
法
を

現
場

で
学

び
、
地

域
経

済
の
発

展
に

必
要
な

現
場
力
、
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
力

を
身

に
付

け
た

次
世

代
の

地
域

の
担

い
手

を
養

成
す

る
新

学
部
を

開
設

す
る
。
 

 （
４
）
世
界

的
な
学

術
拠
点
と

な
る

古
生

物
学
関

係
の
 

新
学

部
（
開

設
目
標

：
第
３

期
中
期
計

画
の

期
間

中
）
 

①
恐

竜
学

研
究

所
の

学
術

成
果

や
大

学
院

の
教

育
研

究

実
績
を

活
か

し
、
恐

竜
な

ど
の

古
生

物
学

を
中
心

に
し

な
が
ら

、
年

縞
に

関
す
る

古
気

候
学

等
も

取
り
入

れ
た

   １
）
新

建
屋

の
整
備
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
分
野

お
よ

び
６
次
産
業
化
分
野
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
県
産

農
産

物
等

の
研

究
開

発
お

よ
び

地
域

へ
の

研
究

成
果

の

普
及

推
進
に
力
を
入
れ
て
い
く
。
 

    １
）
民
間
企
業
や
水
産
研
究
・
教
育
機
構
な
ど
関
係
機
関
と

の
増
養
殖
の
共
同
研
究
を
実
施
し
、
IＣ

Ｔ
等
を
取
り
入
れ

た
増
養
殖
の
実
践
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。
ま

た
、
か
つ
み
キ
ャ
ン
パ
ス
新
飼
育
棟
を
活
用
し
て
ゲ
ノ
ム

育
種
研
究
を
進
め
る
。
 

２
）
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
様
式
を
活
用
し
た
県
内
外
の
高
校

生
対
象
の
水
産
増
養
殖
の
公
開
講
座
や
高
校
で
の
新
学
科

の
説
明
会
を
開
催
す
る
。
 

 ３
）
県
内
で
の
就
職
先
確
保
の
た
め
、
県
内
事
業
者
等
と
の

意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
、
産
業
政
策
に

つ
い
て
関
係
機
関
に
働
き
か
け
を
行
う
。
 

   １
）
文

部
科
学
省
へ
の
学
部
開
設
の
事
前
申
請
に
向
け
て
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
作

成
、

教
員

確
保

を
進

め
る

と
と

も

に
、

新
学
部
の
特
色
の
具
現
化
の
た
め
の
準
備
を
行
う
。
 

２
）
地

域
政

策
学
部
（
仮
称
）
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
に
向

け
た

関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
う
。
 

     １
）
学

部
棟

の
建
設
工
事
を
請
け
負
う
業
者
を
選
定
し
、
工

事
に

着
手
す
る
。
 

２
）
大

型
Ｃ
Ｔ
の
発
注
を
行
う
。
 

   ・
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
推
進
の
た
め
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス

や
、

農
産

物
加
工

品
の
試
作
を
す
る
た
め
の
調
理
ス
ペ
ー
ス
を
有
す
る

食
農
交
流
棟
を

建
設

し
て

お
り

、
令

和
7

年
度

5
月
に
開
設
予
定
で
あ
る
。
開
設
後
は
、
講
義
や
食
品
実
習
、
学

生
達
の

交
流
の
場

と
し

て
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

    ・
関
西
電
力
、
福
井
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
と

若
狭

小
鯛

の
笹
漬

の
原
料
で

あ
る

キ
ダ

イ
の

周
年
繁

殖
の
た
め
の
制
御
技
術
開
発
の
た
め
の
共
同
研
究
を
開
始
し
た
。
 

・
小
浜
市
、
小
浜
市
漁
業
協
同
組
合
、
ふ
く
い
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
と
連

携
協

定
を

結
び

、
地
域

人
材
の
育
成
に
加
え
て
、
海
面
に
お
け
る
研
究
実
施
に
つ
い
て
協
力
関

係
が

構
築

さ
れ

、
海
面

生
け
簀
を
活
用
し
て
、
マ
ハ
タ
の
転
覆
病
対
策
に
関
す
る
試
験
を
実
施
し

た
。
 

・
公
開
講
座
「
先
端
増
養
殖
科
学
科
の
ワ
ク
ワ
ク
先
取
り
講
座
」
を

7
月

に
4
回

実
施
し

た
。
 

・
8

月
に
東
京
の
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・

シ
ー

フ

ー
ド
シ
ョ
ー
に
参
加
し
、
民
間
企
業
と
意
見
交
換
を
行
い
、
共
同
研
究

に
関

わ
る

問
合

せ
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
本
学
の
共
同

研
究
の
成
果
を
発

信
し
た

。
 

・
県
内
企
業
と
の
共
同
研
究
を
実
施
し
、
学
生
を
含
め
た
交
流
を
進
め

た
。

ま
た

、
養

殖
イ

ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ
や
養
殖
学
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ
で
は
、
県
、
市
町
の
行
政
機
関

、
漁

協
、

民
間

企
業
の

職
員
が
特
任
講
師
と
し
て
学
生
へ
の
教
育
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
学

部
主

催
の

シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
で

研
究
内

容
を
報
告
し
、
行
政
機
関
、
民
間
企
業
の
方
と
議
論
す
る

機
会
を

設
定
し
た

。
 

  ・
学
部
開
設
に
伴
う
文
部
科
学
省
へ
の
事
前
申
請
に
つ
い
て
は
、
1
0
月

上
旬
に

申
請
し

た
。
今
後

は
令
和

7
年

4
月
末
に
提
出
を
予
定
し
て
い
る
本
申
請
資
料
の
作
成
を
進

め
て

い
く
。
 

 ・
地
域
政
策
学
部
（
仮
称
）
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス

を
福
井
駅
東
口
再
開
発

ビ
ル

（
ア

オ
ッ

サ
）

に
開

設
す

る
こ
と

を
決
定
し

、
確
保
面
積
に
つ
い
て
は
商
業
施
設
部
分
に

加
え

福
井

市
が

所
有

す
る

床
に
つ
い
て
も
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
度
は
令
和

9
年
度
か

ら
の
供

用
開
始
に

向
け

、

基
本
設
計
を
行
っ
た
。
来
年
度
は
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
く
。
 

   ・
6
月
に
学
部
棟
建
設
工
事
業
者
を
決
定

し
、
契
約
の
上
工
事
に
着
手
し
、
1
階

躯
体
工

事
の

進
行

中
で
あ
る
。
令
和

8
年

4
月
の
供
用
開
始
に
向
け
、
工
事
を
進
め
て
い

く
。
 

・
6
月
に
Ｃ
Ｔ
納
入
業
者
を
決
定
・
契
約
し
、
搬
入
に
向
け
て
調
整
を
行

っ
た

。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

新
学
部

の
開

設
を
検

討
し

、
世

界
的

な
学

術
研
究

拠
点

を
目
指

す
。
 

              （
５
）
大
学

院
看
護

学
専
攻
の

博
士

後
期

課
程
 

（
開

設
目
標

：
第
３

期
中
期

計
画
の

期
間

中
）
 

①
県
内
の
大

学
等
に

お
い
て
高

度
な

看
護

研
究
・
教

育
を

担
う
人

材
を

育
成
す

る
た
め
、
大

学
院

に
看
護

学
専
攻

の
博
士

後
期

課
程
を

開
設
す
る

。
 

 

３
）
認

可
申

請
書
類
の
審
査
結
果
に
も
と
づ
き
補
正
申
請
書

類
を

作
成
の
上
、
文
部
科
学
省
に
提
出
す
る
。
 

４
）
認

可
後

、
令
和

7
年
度
開
設
に
向
け
て
学
生
募
集
、
入

学
者

の
選
抜
を
行
う
。
 

    ５
）
学

部
開
設
後
の
教
員
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
す
る
。
 

   ６
）
学

生
生

活
支
援
策
に
つ
い
て
、
勝
山
市
と
協
議
の
上
具

体
的

な
手
続
き
を
決
定
す
る
。

 

    １
）
令

和
5
年

4
月
に
開
設
し
た
大
学
院
博
士
後
期
課
程

「
健

康
生
活
科
学
研
究
科
」
の
在
学
生
に
論
文
指
導
と
授

業
、

成
績
評
価
を
行
う
。
 

２
）
引

き
続
き
、
学
生
の
確
保
を
行
う
。
 

・
5

月
に
文
部
科
学
省
か
ら
伝
達
の
あ
っ
た
審
査
意
見
を
踏
ま
え
、

6
月

に
補

正
申

請
書

を
提

出

し
、

8
月

29
日
付
で
認
可
さ
れ
た
。
 

・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
8
月

4
日
対
面
、

9
月

21
日
オ
ン
ラ
イ
ン
）
、
6
～
9
月
の

全
国

各
地

に
お
け
る
進
学
相
談
会
、
受
験
情
報
誌
等
へ
の
広
告
掲
載
、
県
内
外
の

イ
ベ

ン
ト

に
お
け

る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
等
に
よ
り
、
学
部
の
周
知
を
行
っ
た
。
 

・
8
月

3
0
日

に
入
学
者
選
抜
要
項
を
発
表
し
、
1
1～

3
月
に
各
選
抜
を
実
施

。
総

合
型
選

抜
が

1
0.
5

倍
、
一
般
選
抜
が
前
期

7
.
3
倍
、
後
期

2
7.
3
倍
な
ど
高
い
志
願
倍
率

と
な
り

、
志

願
者

の
大
半

を
県
外
か
ら
の
受
験
生
が
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
 

・
令
和

7
年
度
着
任
教
員

6
名
に
対
し
、
研
究
室
の
手
配
や
公
舎
へ
の

入
居
案

内
を
行
っ

た
。

ま

た
、
令
和

8
年
度
着
任
予
定
教
員
も
含
め
、
学
部
開
設
準
備
会
を
通
じ

学
部
開

設
に
向
け

た
準

備
状
況
の
情
報
共
有
を
図
っ
た
。
令
和

7
年
度
の
学
部
開
設
後
は
、
教

授
会
と

し
て
学
部

と
し

て
の
方
針
決
定
や
情
報
共
有
に
努
め
て
い
く
。
 

・
8

月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
勝

山
市
職
員
が
高
校
生

や
保

護
者

か
ら

の
住

環
境

に
関
す
る
相
談
に
対
応
す
る
な
ど

支
援
策
を
周
知
し
、
県
外
生

2
名

が
勝

山
市
に

居
住
す

る
結

果
と
な
っ
た
。
令
和

7
年
度
も
勝
山
市
と
協
力
の
上
、
支
援
策
の
周
知

に
努
め

る
と
と
も

に
、

学
生
の
生
活
面
の
利
便
性
確
保
に
向
け
た
協
議
を
継
続
し
て
い
く
。
 

  ・
健
康
生
活
科
学
研
究
科
の
在
学
生
に
論
文
指
導
と
授
業
、
成
績
評
価
を
行
っ

た
。
 

  ・
令
和

7
年
度
入
試
で
は
、
2
名
の
入
学
者
（
定
員

3
名
）
を
決
定
し
た
。
 

 

第
二
 

教
育

に
関
す
る
目
標
 

Ⅱ
 

教
育
 

 
 

 
一

 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標
 

 二
 

教
育

実
施

体
制

の
強

化

に
関

す
る
目
標
 

 

１
 

教
育
の

内
容
、

教
育
実
施

体
制

の
強

化
 

（
１
）
地
域

・
社
会

の
要
請
に

応
え

る
学

び
の
質

向
上
 

①
社
会
情
勢

の
変
化

に
応
じ
た

体
系

的
・
組

織
的

な
教
育

を
実
践

す
る

た
め
、
各

学
部
等

で
絶

え
ず

３
ポ
リ

シ
ー

※
の
点
検

・
評

価
を

行
い

、
適

時
適

切
に

カ
リ

キ
ュ

ラ

ム
の
見

直
し

を
進
め

る
。
 

※
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ

リ
シ
ー
（
卒

業
認
定
・
学
位

授
与

の
方

針
）
、
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
（

教
育

課
程
編

成
・
実
施

の
方

針
）
お

よ
び
ア

ド
ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ

ー
（
入

学
者
受

入
れ
の

方
針

）
 

 

１
）
各

学
部
等
で
以
下
の
取
組
み
を
進
め
る
。
 

＜
経

済
＞
 

・
前

期
の

オ
リ

エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

で
コ
ー
ス

制
の

内
容

と

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
を

あ
ら

た
め
て

周
知
す
る

と
と
も
に

、

必
要

な
科
目
の
履
修
を
促
す
。

 

 ・
後

期
に

コ
ー

ス
の
申
込

を
行
い

、
各
コ
ー

ス
の
学
生

を

確
定

す
る
。
 

・
教

学
Ｉ

Ｒ
を

活
用
し
た

検
討
結

果
を
踏
ま

え
て
、
経

済

学
部

の
入
試
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
 

 ＜
生

物
＞
 

・
生

物
資
源
学
科
で
は
、
3
年
前
期
の
授
業
と
し
て
、
R5

年

度
か

ら
新

た
に
開
講
し

た
リ
サ

ー
チ
ク
レ

ジ
ッ
ト
科

目
※
を

2
年
前
期
お
よ
び
後
期
に
も
拡
大
す
る
。
 

※
リ

サ
ー

チ
ク

レ
ジ

ッ
ト

科
目

：
研

究
室

へ
分

属
さ

れ
る

3

  ・
前
期
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
周
知
す
る
と
と
も
に
、
単
位
互
換
制
度

を
利

用
し
て
コ

ー
ス

修

了
に

必
要

な
放

送
大

学
の

科
目

を
履

修
す

る
よ

う
改

め
て

学
生

に
告

知
し

た
。

フ
ィ

ー
ル

ド

ワ
ー
ク
コ
ー
ス
を
希
望
す
る
学
生
を
中
心
に
、「

社
会
調
査
の
基
礎
」
な
ど

の
科
目

が
受

講
さ

れ
た
。
 

・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
コ
ー
ス

 
8
名
、
デ
ー
タ
利
活
用
コ
ー
ス

 1
6
名
の

申
込

が
あ
っ
た

。
今

後
、

コ
ー
ス
制
の
学
び
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
を
設
け
る
。
 

・
教
学

Ｉ
Ｒ

を
活
用
し
て
分
析
を
重
ね
、
総
合
型
選
抜
の
入
試
制
度
案
を

作
成

し
、

入
試

制
度
検

討
委
員
会
に
諮
り
、
次
年
度
の

2
0
2
6
年
度
入
試
か
ら
総
合
型
選
抜

を
導

入
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。
 

 ・
令
和

6
年
度
の
リ
サ
ー
チ
ク
レ
ジ
ッ
ト
科
目
に
つ
い
て
、
前
期

は
3
年

生
3
2
名

、
2
年

生
9
名

が
受
講

、
後
期
は

2
年
生

19
名
が
受
講
し
、
全
員
が
単
位
取
得
し
た

。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

年
後

期
よ

り
も

以
前

に
、

研
究

室
に

お
い

て
教

員
の

指
導

を
受

け
な

が
ら

実
験

を
実

施
し

、
研

究
の

進
め

方
や

思
考

方
法
、
専

門
技

術
を

習
得

す
る

授
業
 

 ＜
海

洋
＞
 

・
2
学

科
体

制
で
、

新
た
な
ポ

リ
シ
ー
の

運
用
を
行

う
と

と
も

に
、
令
和

8
年
度
以
降
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
案

を
作

成
す
る
。
 

 ＜
看

福
＞
 

・
多

職
種

連
携

ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
シ

ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
（
Ｓ

Ｉ

Ｍ
）
に

よ
る
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
、
Ｖ
Ｒ
に
よ
る
母
子
・

精
神

看
護

教
育
支
援
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
利
用
し

た
グ
ル
ー

プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム

な
ど
、
Ｄ

Ｘ
技
術
を

授

業
や

学
内
実
習
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
。
 

・
未

来
協

働
プ

ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム

ふ
く
い
事

業
「
一
日

看

護
大

学
生

体
験
」
な
ど

を
通
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
用
に
関

す

る
広

報
を
行
う
。
 

 ・
引

き
続

き
、

海
外
英
語

研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム

に
お
い
て

、

現
地

の
人

び
と
と
の
交

流
を
深

め
る
機
会

を
も
ち
、

研

修
後

の
報
告
会
を
開
催
す
る
。

 

 

     ・
2
学
科
体
制
で
、
新
た
な
ポ
リ
シ
ー
の
運
用
を
行
う
と
と
も
に
、
令
和

8
年
度

以
降

の
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム
改
善
案
の
検
討
を
開
始
し

た
。
 

   ・
多
職
種
連
携
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム

、
Ｖ
Ｒ
に

よ
る

母

子
・
精
神
看
護
教
育
支
援
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
シ
ス
テ

ム
な

ど
、
Ｄ
Ｘ
技
術
を
授
業
や
学
内
実
習
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
。
 

  ・
未
来
協
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ふ
く
い
事
業
「
一
日
看
護
大
学
生
体
験

」
や

オ
ー

プ
ン

キ
ャ
ン

パ
ス
を
通
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
に
関
す
る
広
報
を
行
っ
た
。
 

  ・
短
期
海
外
英
語
研
修
（
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｐ
）
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス

4
名
、

オ
ー

ス
ト
ラ
リ

ア
1
名

 

計
5
名
が
参
加
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
歓
迎

会
が

開
催
さ
れ

、
学

生
は
現
地
の
人
々
と
交
流
す
る
機
会
を
持
っ
た
。
 

・
1
1
月

7
日
に
参
加
者
の
帰
国
後
報
告
会
を

W
o
r
l
d
 C
a
f
é
で
開
催
し
、
約

2
0
名
が

参
加

し
た

。

各
学
生
は
、
滞
在
中
に
行
っ
た
自
分
の
専
攻
に
関
わ
る
調
査
を
英
語
で
発

表
し

た
。
 

 

②
地
域
と
の

関
わ
り

の
中
で
自

発
性
・
社

会
性
を

養
う
た

め
、
県
内
の

農
場
・
企

業
に
お

け
る

現
場

実
習
や

ま
ち

づ
く

り
の

課
題

を
現

場
で

体
感

し
解

決
方

法
を

探
る

フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー
ク

の
ほ
か
、
ア

ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー

ニ
ン

グ
を
取

り
入

れ
た
講

義
を
拡
大

す
る

。
 

          

１
）
各

学
部
等
で
以
下
の
取
組
み
を
進
め
る
。
 

＜
経

済
＞
 

・
オ

ー
ル

コ
ネ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
、
連
合
福
井
の
協
力
を
得
て
、

特
別

企
画
講
座
や
講
義
を
開
講
す
る
。
 

  ・
前

年
度
に
引
き
続
き
、
県
内
企
業
訪
問

や
地
域
へ
の
理
解

を
深

め
る
ゲ
ス
ト
講
義

等
を
実
施
す
る
。
 

  ＜
生

物
＞
 

・
未

来
協

働
プ

ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム

ふ
く
い
推

進
事
業
に

参

加
し

、
学

生
が
県
内
企

業
と
の

共
同
研
究

開
発
に
従

事

す
る

こ
と

に
よ
り
、
実

践
的
な

研
究
開
発

の
考
え
方

や

手
法

を
習
得
さ
せ
る
。
 

  ・
連
合
福
井
の
寄
付
講
座
と
し
て

、
学
生
が
労
働
者
や
従
業
員
が
法
的

に
ど

の
よ

う
に

守
ら

れ
て

い
る
の
か
を
学
ぶ
特
別
企
画
講
座

Ａ
を
、
株
式
会
社
Ａ
Ｌ
Ｌ

 Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ

Ｅ
Ｃ
Ｔ

の
寄
付

講
座

と

し
て
特
別
企
画
講
座

Ｅ
（
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
地
域
経
済
活
性
化
と

国
内

外
観

光
産

業
論

）
を

開
講
し
た
。
 

・
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
ふ
く
い
Ｄ
Ｘ
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
の
見
学
、
本
学

の
武

藤
昌

三
客

員
教
授

を
招
い
て
の
半
導
体
製
造
装
置
を
中
心
と
し
た
新
事
業
進
出
の
取
組
み

に
関

す
る

講
義

な
ど
、

県
内
企
業
訪
問
や
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
講
義
を
実
施
し
た
。
 

  ・
1
0
件
の
「
未
来
協
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ふ
く
い
推
進
事
業
」（

Ｐ
Ｂ

Ｌ
 5

件
、
共

同
研

究
 

 
5
件
）
が
採
択
さ
れ
、
本
学
部
学
生
が
県
内
企
業
や
団
体
と
の
共
同
研

究
を

通
じ
て
、
実

践
的

な
研
究
開
発
の
考
え
方
や
手
法
を

学
ん
だ
。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

                                        

 ＜
海

洋
＞
 

・
引

き
続
き
、
県
や
企
業
等
の
実
務
者
に
よ
る
実
践
を
重
視

し
た

講
義
や
、
地
域
に
出
向
く
演
習
を
実
施
す
る
。
 

 ・
引

き
続
き
、
海
洋
生
物
資
源
学
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
の
充
実

に
努

め
る
。
 

   ＜
看

福
＞
 

・
看

護
学
科
１
年
生
が
高
齢
者
と
ふ
れ
あ
い
を
「
健
康
生
活

支
援

演
習
」
科
目
の
中
で
展
開
す
る
。
引
き
続
き
、
永
平

寺
町

の
協
力
を
得
て
実
施
し
、
学
生
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

の
土
台
を
築
き
、
地
域
の
人
々
の
健
康
や
生
活
へ
の

関
心

を
持
た
せ
る
。
 

・
新

町
ハ

ウ
ス
利
用
の
活
性
化
に
よ
る
地
域
住
民
と
の
交
流

を
促

進
す
る
。
 

・
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
学
生
が
福
井
県
下
の
中
山

間
地

の
高

齢
過

疎
地

域
の

地
域

住
民

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）
を
通
し
て
、
人
々
の

暮
ら

し
と

地
域

社
会

と
の

関
係

性
に

つ
い

て
理

解
を

図

る
。
ま

た
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
実
習
を
行
う
学
生
に
対

し
て

、
福
井
県
内
の
児
童
福
祉
施
設
、
障
害
者
支

援
施
設
、

高
齢

者
施
設
、
福
祉
事
務
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
医
療

機
関

等
で

活
躍

す
る

職
員

を
招

き
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー

と
し

て
講
話
し
て
も
ら
う
。
 

・
地

域
で

暮
ら
す
精
神
障
害
者
や
そ
の
家
族
の
方
を
講
義
に

お
呼

び
し
、
実
際
の
地
域
で
の
生
活
に
お
け
る
課
題
や
問

題
の

現
状
、
支
援
の
あ
り
方
を
討
議
す
る
。
 

・
坂

井
市

大
関
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
実
施
す
る
大
関
助
け

合
い

の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

20
24

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

夏
ま

つ
り
な
ど
の
活
動
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
。
 

 ２
）
文

部
科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
AI

教
育

プ
ロ

グ
ラ
ム
認
定
制
度
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）」

に
認
定

さ
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
情
報
教
育
を
進
め
、
産
業
界

と
の

連
携

、
情
報
ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目
の
強
化
を
中
心
に

情
報

教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
高
度
な
レ
ベ

ル
へ

の
申
請
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
。
 

  ・
海
洋
生
物
資
源
学
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
Ⅰ
を
実
施
し
、
県
や
企
業
の
実
務

者
に

よ
る

実
践

を
重
視

し
た
講
義
を
受
講
し
、
地
域
水
産
業
の
課
題
と
展
望
を
学
ん
だ
。
ま
た

、
県

内
の

研
究

所
等
に

出
向
き
、
実
習
・
講
義
を
受
け
た
。
 

・
 
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
を
実
施
し
、
県
内
の
水
産
企
業
だ
け
で
な
く
プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ
チ
ー

ム
代

表
な

ど
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
実
践
的
な
講
義
を
受
講
し
、
様
々
な
課

題
や

解
決

方
法

な
ど
に

つ
い
て
学
ん
だ
。
ま
た
、
県
内
の
水
産
養
殖
現
場
や
水
族
館
施
設
等
に

出
向

き
、

実
習

・
講
義

を
受
け
た
。
 

  ・「
健
康
生
活
支
援
演
習
」
に
お
い
て
、
永
平
寺
町
の
協
力
を
得
て
、
看

護
学

科
１
年
生

が
高

齢
者

と
の
交
流
を
行

っ
た
。
学

生
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
土
台
を
築

き
、

地
域

の
人

々
の

健
康

や
生
活
へ
の
関
心
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た

。
 

  ・
令
和

6
年
度
は
新
町
ハ
ウ
ス
が
使
用
で
き
ず
、
永
平
寺
町
の
志
比
公
民

館
を

使
用
し
上

記
の

取

り
組
み
を
行
い
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
促
進
し
た
。
 

・
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
学
生
が
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
（

フ
ィ

ー
ル
ド

ワ
ー
ク
）
を
通
し
て
、
人
々
の
暮
ら
し
と
地
域
社
会
と
の
関
係
性
に
つ

い
て

理
解

を
図

っ
た
。

ま
た
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
実
習
を
行
う
学
生
に
対
し
て
、
県
内
の

社
会
福

祉
施

設
、

社
会
福

祉
協
議
会
、
医
療
機
関
等
で
活
躍
す
る
職
員
を
招
き
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
と

し
て

講
話

し
て
も

ら
っ
た
。
 

    ・
地
域
で
暮
ら
す
精
神
障
害
者
や
そ
の
家
族
の
方
を
講
義
に

招
い
て

、
実

際
の

地
域

で
の

生
活
に

お
け
る
課
題
や
問
題
の
現
状
、
支
援
の
あ
り
方
を
討
議
し
た
。
 

 ・
坂
井
市
大
関
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
実
施
す
る
大
関
助
け
合
い
の
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン

2
0
24

の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
夏
ま
つ
り
な
ど
の
活
動
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
 

  ・
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
を
さ
ら
に
進
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
令
和

6
年
度

文
部
科

学
省

認

定
制
度
（
リ
テ
ラ
シ
ー
プ
ラ
ス
、
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
）
へ
の
申
請
を
行

い
、

応
用

基
礎

レ
ベ
ル

が
認
定
さ
れ
た
。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

                ③
公
設
試
験

場
の
研

究
者
、
地

元
企

業
、
実

践
農

家
な
ど

地
域

で
活

躍
し

て
い

る
人

材
を

大
学

の
講

義
や

実
習

指
導
に
活

用
す

る
「

ふ
る

さ
と

特
任

講
師

」
（

仮
称

）

制
度
を

設
け

る
。
 

         ④
一
般
教
育

に
お
い

て
、
伝
統

工
芸

や
健

康
長
寿

な
ど
福

井
の
地

域
の

特
色
を

、
県
外
さ

ら
に

は
国

際
的
な

比
較

を
交
え

て
学

ぶ
地
域

志
向
科
目

を
拡

充
す

る
。
 

        

３
）
Ｂ

Ｙ
Ｏ

Ｄ
を
前
提
と
し
た
授
業
設
計
や
分
散
キ
ャ
ン
パ

ス
に

対
応

し
た

効
果

的
な

授
業

方
法

の
議

論
を

開
始

す

る
。
 

     ４
）
授
業

や
共
同
研
究
等
に
お
け
る
学
生
に
よ
る
課
題
解
決

型
学

習
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
活
動
を
強
化
し
、
学
生
と
県
内
企
業

等
と

の
つ
な
が
り
や
、
学
生
の
地
元
定
着
お
よ
び
地
域
に

根
差

し
た
実
践
的
な
人

材
育
成
を
促
進
す
る
。
 

５
）
産

業
界
や
自
治
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
し
、
課
題

解
決

型
学
習
の
拡
大
等
を
図
る
。
 

  １
）
コ

ー
ス
制
科
目
へ
の
特
任
講
師
の
活
用
を
検
討
す
る
。
 

 ２
）
引

き
続
き
、
実
務
家
に
よ
る
特
任
講
師
・
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ

ー
6
名
の
講
義
を
実
施
し
、
大
学
で
学
ぶ
基
礎
的
知

識
や

実
験
技
術
が
、
実
際
の
産
業
で
ど
の
よ
う
に
応
用
さ

れ
て

い
る
か
を
認
識
さ
せ
る
。

 

３
）
養

殖
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ
と
養
殖
学
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ
で

は
、
小
浜
湾
と
そ
の
周
縁
に
お
け
る
養
殖
現
場
を
実
習
場

所
と

し
て

、
生
産
者
や
公
設
試
験
場
の
研
究
者
、
地
元
企

業
、
水

産
養
殖
の
生
産
・
流
通
な
ど
地
域
で
活
躍
し
て
い

る
人

材
を
特
任
講
師
と
し
て
招
き
、
実
践
的
な
指
導
を
う

け
る

。
 

 １
）
自

治
体

や
県
内
企
業
等
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
や
参
与
観
察
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
活
動
を
取
り
入

れ
た

授
業
を
行
う
。
 

２
）
県

内
の

地
域
活
性
化
や
資
源
利
用
に
つ
い
て
の
フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー
ク
を
含
む
授
業
を
実
施
す
る
。
 

３
）
福

井
県

内
の
国
際
化
や
、
福
井
と
世
界
の
つ
な
が
り
を

学
び

、
異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
教
育
を
お
こ
な
う
。
 

    

・
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
を
想
定
し
た
授
業
や
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
型
授
業
を
実
施
し
、

課
題

を
検

討
し

た
。
ま

た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
室
や
共
通
講
義
棟
の
中
講
義
室
に
お
い

て
、

Ｂ
Ｙ

Ｏ
Ｄ

に
よ
る

情
報

演
習

を
行

う
た

め
に

必
要

な
環

境
整

備
に

つ
い

て
議

論
し

、
必

要
な

設
備

を
整

え
た

。

（
L
2
0
9
に
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
設
置
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
室
に

机
・
椅
子
・
プ

ロ

ジ
ェ
ク
タ
を
追
加
。）

 

・
各

部
局

お
よ

び
キ

ャ
ン

パ
ス

の
情

報
演

習
室

に
設

置
す

る
情

報
演

習
機

器
の

見
直

し
を

行
っ

た
。
 

 ・
令
和

6
年
度

 未
来
協
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ふ
く
い
推
進
事
業
に
お
い
て

、
2
5
件

の
Ｐ

Ｂ
Ｌ

事
業
が
採
択
さ
れ
、
実
施
し
た
。
 

 
（

経
済

2
件

、
生
物

1
0
件

、
海

洋
4
件

、
看

護
福

祉
4
件

、
学

教
1
件

、
地

経
研

4
件
）
 

     ・
池
田
町
役
場
と
永
平
寺
町
役
場
の
協
力
の
下
、
特
任
講
師
も
参
加
し
て

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー
ク

コ
ー
ス
の
対
象
科
目
「
経
済
学
特
講

Ｃ
・
経
営
学
特
講
Ｃ
「
行
政
の
リ

ア
ル

」」
を

開
講

し
た
。
 

・
実

務
家
に
よ
る
特
任
講
師
延
べ

52
人
（
実
数

32
人
）・

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
延
べ

2
0
人

（
実

数
1
6
人
）
の
講
義
を
実
施
し
た
。
 

  ・
海
洋
生
物
資
源
学
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
を
実
施
し
、
生
産
者
、
漁
協
、
試

験
研

究
機

関
の

研
究
者

を
特
任
講
師
と
し
て
講
義
を
受
け
た
。
 

・
養
殖
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ
で
は
、
県

内
11

か
所
、
県
外

5
か
所
の
企
業

等
の
養
殖

生
産

、
種

苗
生
産
の
現
場
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
 

・
養
殖
学
実
習
Ⅱ
で
は
、
ふ
く
い
サ
ー
モ
ン
養
殖
場
、
県
水
産
試
験
場
で

の
ト

ラ
フ
グ
種

苗
生

産
、

若
狭
町
で
の
水
田
養
魚
に
関
す
る
実
践
的
な
生
産
技
術
の
実
践
指
導
を
受

け
た

。
 

 ・
永
平
寺
町
と
連
携
し
、
町
で
調
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
永
平
寺

町
の

ア
ピ

ー
ル

映
像
を

作
成
す
る
授
業
を
行
っ
た
。
作
成
し
た
映
像
は
永
平
寺
町
の
え
い
坊
館

で
使
用

さ
れ
た
。

 

 ・
鯖
江
市
河
和
田
地
区
と
連
携

し
、
地
域
資
源
の
活
用
や
地
域
活
性
化
に

つ
い

て
フ

ィ
ー

ル
ド
ワ

ー
ク
を
行
っ
た
。
最
終
報
告
会
で
学
生
が
地
域
に
提
案
を
し
た
。
 

・
県
国
際
経
済
課
と
連
携
し
、
内
閣
府
万
博
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

環
と

し
て

学
生

を
ブ
ラ

ジ
ル
に
引
率
し
、
現
地
に
対
し
福
井
県
の

ア
ピ
ー
ル
や
若
者
世
代
と
の

交
流
を

行
っ
た
。

 

・
国
際
貿
易
機
構
（

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

）
ジ
ャ
カ
ル
タ
事
務
所
や

県
国
際
交
流

協
会

、
県

社
会

福
祉
協

議
会
を
ゲ
ス
ト
講
師
に
招
い
た
授
業
を

行
い
、
県
内
に
お
け
る
国
際
化

や
東

南
ア

ジ
ア

人
材
の

増
加
、
県
内
企
業
の
東
南
ア
ジ
ア
進
出
状
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
教

育
を

行
っ
た
。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

⑤
Ａ
Ｉ
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
な

ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ

が
進

展
す

る
社
会

を
見
据

え
、
技
術
を

活
用
す

る
ス
キ
ル

や
そ

れ
ら

を
ベ
ー

ス
と

し
た
社

会
に

お
い
て

求
め
ら
れ

る
創

造
性

、
総
合

性
な

ど
を
身

に
つ

け
る
教

育
を
推
進

す
る

。
 

   ⑥
入

学
か

ら
在

学
中

、
就

職
ま

で
の

学
事

デ
ー

タ
※

１
を

一
括
し

て
収

集
・
分

析
し
、
教

育
や

学
生

支
援
な

ど
に

反
映
さ

せ
る

教
学
Ｉ

Ｒ
※

２
を

推
進

す
る

。
 

※
１

 
学
生

の
入
試

結
果
、
学

業
成

績
、
就

職
、
学

生
支

援
状
況

な
ど
大

学
教

育
棟

に
関
す

る
デ
ー

タ
 

※
２

 
大

学
運

営
に

お
け

る
計

画
立

案
や

意
思

決
定

に
資

す
る

た
め

の
大

学
内

部
の

様
々

な
デ

ー
タ

の
調

査
。

分
析

の
こ

と
（

I
n
st
i
tu
t
io
n
al
 

R
es
e
ar
c
h 

の
略

）
 

  ⑦
Ｊ

Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｅ

※
１
に

よ
る

教
育

の
質

の
保

証
を

図
る

と

と
も
に
、
Ｇ

Ｐ
Ａ

※
２
の

本
格
実

施
に

よ
り

、
学

生
の
学

習
意
欲

を
高

め
、
履

修
指
導
に

活
用

す
る

。
 

※
１

 
一

般
社

団
法

人
日

本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
Ja
pa
n
 

A
cc
r
ed
i
ta
t
io
n
 B
o
ar
d
 f
o
r 

 E
n
gi
n
ee
r
in
g
 E
d
uc
a
ti
on

の
略
）
。

大
学

な
ど

の
高

等
教

育
機

関
の

技
術

者
教

育
が

国
際

水
準

や
社

会
的

要
求

に
適
合

す
る
内

容
と
レ

ベ
ル
で

実
施

さ
れ

て
い

る
こ
と

を
、
外

部

機
関

と
し
て

専
門
的

、
中

立
か
つ

公
平
に

審
査

し
て

認
定
す

る
こ
と

を
目
的

と
し
て

設
立
さ

れ
た
非

政
府
団

体
 

※
２

 
各

学
生

の
履

修
科

目
の

成
績

平
均

値
を

評
価

し
た

も
の

（
G
ra
d
e 

P
oi
n
t 
A
ve
r
ag
e
の
略

）
 

 

１
）
令

和
７
年
度
か
ら
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
始
に
向
け
、

情
報

の
必
修
科
目
を
中
心
に
、
高
等
学
校
情
報
科
「
情
報

Ⅰ
」
と

の
接
続
を
意
識
し
た
教
材
作
成
な
ど
、
具
体
的
な

準
備

を
進
め
る
。
 

２
）
生

成
Ａ

Ｉ
を
含
む
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
テ
ー
マ
と
し

た
公

開
講
座
を
実
施
す
る
。
 

 １
）
各

部
局
か
ら
教
学
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
の
Ｒ
Ｑ
を
募
り
、

そ
れ

も
と
に
教
育
の
質
向
上
の
た
め
の
方
策
へ
と
つ
な

げ
る

。
 

２
）
文

部
科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ

教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）」

に
認

定
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
点
検
・
評
価
を
行
う
。
 

 １
）
引

き
続

き
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
示
さ
れ

た
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
て
教
育
活
動
を
進
め
る
。
 

２
）
中

間
審

査
の
実
施
審
査
を
受
審
。
中
間
審
査
の
指
摘
事

項
に

関
す
る
改
善
策
を
立
案
す
る
。
 

３
）
Ｇ

Ｐ
Ａ

の
活
用
範
囲
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
し
、
学
生

の
学

習
意
欲
の
向
上
へ
と
つ
な
げ
る
。
 

 

・
令
和

7
年
度
か
ら
開
始
す
る
情

報
の
必
修
科
目
（「

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基

礎
」
、「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
リ
テ

ラ
シ
ー
」）

の
教
材
を

作
成
し
た
。
 

  ・
家
事
と
育
児
の
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

教
室
の
公
開

講
座
を

1
1
月

30
日
に
実

施
し
た
。
 

  ・
Ｆ
Ｄ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
要
領
を
、
実
態
に
合
わ
せ
て
Ｗ
ｅ
ｂ
を
前
提
と
し
た
内

容
に
変
更

し
た

。
 

・
Ｉ
Ｒ
活
動
と
し
て
経
済
学
部
の
入
試
制
度
の
在
り
方
の
検
討
に
活
か
す

こ
と

に
な

り
、

総
合
型

選
抜
の
入
試
制
度
の
あ
り
方
に
活
用
し
た
。
 

・
令
和

5
年
度
に
実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）
の
他

、
今

年
度
新
た

に
文

部

科
学
省
に
申
請
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
）
の
自
己
点
検
・

評
価

を
行
っ
た

。
 

  ・
令
和

7
年
度
か
ら
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
始
に
向
け
、
改
訂
し
た
。

引
き
続

き
、
Ｊ
Ａ

Ｂ
Ｅ

Ｅ

認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
示
さ
れ
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
て
教
育
活
動

を
進

め
た
。
 

・
実
施
審
査
の
た
め
の
質
問
事
項
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
の
返
答
書

を
作

成
。
9
月

に
実

施

審
査
を
受
審

し
、
認
定
を
受
け
た
。
 

・
各
学
部
か
ら
Ｇ
Ｐ
Ａ
の
活
用
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
教
育
研
究
員
会
で

活
用

の
可

否
を

検
討
す

る
こ
と
と
し
た
。
海
洋
生
物
資
源
学
部
の
学
生
の
研
究
室
分
属
に
あ
た

り
利

用
申

請
が
あ

り
、

活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

 

（
２
）
大
学

院
教
育

の
充
実

 

①
大
学
院
委

員
会
を

中
心
に
、
社

会
の
ニ

ー
ズ
に

応
じ
た

 

践
的
な
教
育

方
法
に

つ
い
て
検

討
し

、
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム
等

の
見
直
し
を

行
う
。
 

              

１
）
各

研
究
科
で
以
下
の
取
組
み
を
進
め
る
。
 

＜
研

究
科
（

経
済
）
＞
 

・
引

き
続
き
、
相
談
会
の
開
催
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

の
広

報
等
を
行
い
、
学
部
生
に
内
部
進
学
を
周
知
し
て
い

く
。
 

・
博

士
後

期
課
程
の

経
済
研
究
専
攻
の
研
究
分
野

を
見
直
し

て
い

く
。
 

 ＜
研

究
科
（

生
物
）
＞
 

・
学

部
4
年

次
に
お
い
て
大
学
院
博
士
前
期
課
程
の
講
義
を

受
講

し
て
単
位
取
得
で
き
る
「
早
期
履
修
制
度
」
を
開
始

す
る

。
 

・
大

学
院

生
が
国
内
外
の
学
会
で
研
究
成
果
を
英
語
で
発
表

す
る

機
会

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、
「

英
語

発
表
技

法
」

を
新
設
す
る
。
 

・
ま

た
、
大

学
院
「
創
造
農
学
種
目
」
が
開
設
さ
れ
た
こ
と

を
受

け
、「

実
践
育
種
学
」「

実
践
園
芸
学
」「

植
生
管
理
学

特
論
」「

創
造
農
学
専
攻
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」「

創
造
農
学
専
攻

  ・
推
薦
入
試
制
度
に
つ
い
て
、
前
期
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
告
知
し
た

。
第

1
次

大
学

院

入
試
で
は
、

2
名
が
学
内
推
薦
で
合
格
し

、
内
部
進
学
が
実
現
し
た
。
 

 ・
博
士
後
期
課
程
の

4
つ
の
研
究
分
野
を
見
直
し
、「

北
東
ア
ジ
ア
研
究
」
を

「
国
際
経

済
研

究
」

に
変
更
し
た
。
 

  ・
学
部

4
年
次
に
お
い
て
大
学
院
博
士
前
期
課
程
の
講
義
を
受
講
し
て
単

位
取

得
で
き
る

「
早

期

履
修
制
度
」
を
開
始
し
、
9
名
が
履
修
し
た
。
 

 ・「
英
語
発
表
技
法
」
を
後
期
の
開
講
科
目
と
し
て

新
設
し
た
。
 

  ・「
実
践
育
種
学
」「

実
践
園
芸
学
」「

植
生
管
理
学
特
論

」「
創
造
農
学
専
攻

演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

」「
創

造

農
学
専
攻
実
験
Ⅰ
・
Ⅱ
」
を
新
規
に
開
講
し
た
。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

                                 ②
各
研
究
科

に
お
い

て
、
学
会

参
加

な
ど

国
内
外

の
大
学

等
で

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
受

け
る

機
会

の
提

供
や

協
定

締
結

校
と

の
共

同
研

究
を

通
じ

た
海

外
か

ら
の

留
学

生
受
入

れ
促

進
な
ど

、
大
学
院

の
教

育
研

究
活
動

の
活

性
化
を

図
る

。
 

 

実
験

Ⅰ
・
Ⅱ
」
を
新
規
に
開
講
す
る
。
 

 ＜
研

究
科
（

海
洋
）
＞
 

・
海

洋
生
物
資
源
学
専
攻
で
は
、
新
設
さ
れ
た
先
端
増
養
殖

科
学

科
の
大
学
院
教
育
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。
 

・
研

究
指
導
計
画
書
、
大
学
院
便
覧
の
記
載
内
容
等
に
つ
い

て
点

検
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
を
進
め
る
。
 

・
研

究
科
で
作
成
し
た
大
学
院
案
内
、
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
を

利
用

し
て

、
広
報
活
動
を
実
施
す
る
。
引
き
続
き
効
果
的

な
広

報
の
方
法
に
つ
い
て
研
究
す
る
。
 

 ＜
研

究
科
（

看
福
）
＞
 

・
院

生
確
保
と
研
究
の
質
向
上
の
た
め
、
以
下
の
取
組
み
を

積
極

的
に
行
う
。
 

・
Ｈ

Ｐ
の
充

実
化
（
仕
事
と
の
両
立
、
教
員
、
学
業
支
援
制

度
の

紹
介
な
ど
）
 

・
大

学
院
案
内
の
充
実
化
、
指
導
教
員
紹
介
チ
ラ
シ
の
作
成

 

・
公

開
講

座
等
に
よ
る
大
学
院
紹
介
と
個
別
入
学
相
談
の
実

施
 

・
一

般
選
抜

入
学
と
外
国
人
入
学
の
促
進
 

・
修

学
支
援

制
度
の
紹
介
 

・
外

部
資

金
の
積
極
的
な
獲
得
、
専
攻
分
野
・
領
域
を
超
え

た
共

同
研
究
、
他
学
部
と
の
融
合
研
究
の
推
進
 

・
社

会
に
対

す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
（
研
修
会
や
研
究
成

果
の

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
な
ど
）
の
促
進
 

 ２
）
引

き
続

き
、
大
学
院
生
の
経
済
支
援
の
方
法
に
つ
い
て

検
討

す
る
。
 

  ３
）
早

期
履
修
制
度
を
実
施
す
る
。
 

  １
）
今

後
も
国
費
奨
学
生
制
度
の
活
用
を
継
続
す
る
。
 

 ２
）
海

外
留

学
生
の
就
学
支
援
に
関
す
る
制
度
の

検
討
を
行

う
。
 

   ・
海
洋
生
物
資
源
学
専
攻
の
担
当
教
員
に
、
新
た
に

4
名
の
先
端
増
養

殖
科
学

科
の
教
員

が
加

わ

っ
た
。
 

・
先
端
増
養
殖
科
学
科
の
大
学
院
設
置
を
意
識
し
た
教
育
体
制
と
し
て
、「

専
攻

特
別
講

義
」
は
両

学
科
の
教
員
比
に
応
じ
て
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
選
出
す
る
こ
と
に
変
更

し
た

。
 

・
大
学
院
早
期
履
修
制
度
を
導
入
し

、
2
名
が
履
修
し
た
。

 

    ・
院
生
確
保
と
研
究
の
質
向
上
の
た
め
、
以
下
の
取
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
た

。
 

・
Ｈ
Ｐ
の
充
実
化
（
仕
事
と
の
両
立
、
教
員
、
学
業
支
援
制
度
の
紹
介
な
ど
）
 

・
大
学
院
案
内
の
充
実
化
、
指
導
教
員
紹
介
チ
ラ
シ
の
作
成

 

・
公
開
講
座
等
に
よ
る
大
学
院
紹
介
と
個
別
入
学
相
談
の
実
施
 

・
一
般
選
抜
入
学
と
外
国
人
入
学
の
促
進
 

・
修
学
支
援
制
度
の
紹
介
 

・
外
部
資
金
の
積
極
的
な
獲
得
、
専
攻
分
野
・
領
域
を
超
え
た
共
同
研
究

、
他

学
部

と
の

融
合
研

究
の
推
進
 

・
社
会
に
対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
（
研
修
会
や
研
究
成
果
の
プ
レ
ス

リ
リ

ー
ス

な
ど

）
の
促

進
 

    ・
大
学
院
生
の
経
済
支
援
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
特
に
Ｒ
Ａ
費
に

つ
い
て
限

ら
れ

た

予
算
の
中
で
必
要
と
す
る
学
生
に
確
実
に
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
、
国
費

留
学

生
や
学
術

振
興

会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ

1
、
あ
る
い
は
支
給
を
希
望
す
る
社
会
人
学
生
に

つ
い
て

は
予
算
を

一
般

学
生
の
半
額
と
し
、
そ
の
分
、
一
般
学
生
向
け
の
予
算
に
振
り
分
け
る
こ

と
と

し
た
。
 

・
早
期
履
修
制
度
を
開
始
し
、

4
年
次
生
の
登
録
者
数
は
生
物
資
源
学
部

9
名

、
海
洋
生

物
資

源

学
部

2
名
で
あ
っ
た
。
 

 ・
令
和

6
年
度
は
、
大
学
推
薦
に
よ
り
博
士
後
期
課
程

1
名
が
入
学
し
、

生
物

資
源
学
研

究
科

の

国
費
留
学
生
は
博
士
前
期

1
名
、
後
期

2
名
の
計

3
名
と
な
っ
た
。
 

・
海
外
留
学
生
に
関
わ
る
秋
入
学
及
び
特
別
選
抜
制
度
を
検
討
し
、
特
に
経
済

・
経
営
学

研
究

科

に
お
い
て
、

令
和

8
年
度
入
試
（

令
和

7
年
度
秋
に
実
施
）
か
ら
、
協

定
校
か

ら
の
推
薦

者
に

対
す
る
特
別
選
抜
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

（
３
）
県
内

他
大
学

と
の
連
携

推
進
 

①
学
生
の
県

内
定
着

や
地
域
産

業
の

振
興

を
図
る

た
め
、

教
育
、
研

究
、
地

域
貢
献

に
お

い
て

、
県
内

大
学
と

の

協
調
・

連
携

を
進
め

る
。
 

 ②
県

内
大

学
が

特
色

あ
る

授
業

を
持

ち
寄

り
多

様
な

講

義
の
受
講

や
学

生
間

交
流

の
機

会
を

確
保

す
る

た
め

､

Ｆ
ス
ク

エ
ア

に
授
業

を
提
供
す

る
と

と
も

に
、
学

生
の

積
極
的

な
履

修
を
促

す
。
 

 

 １
）
県

内
定
着
な
ど
の
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ａ

Ａ
を

介
し
て
大
学
と
産
業
界
等
を
結
び
つ
け
る
取
組
み

に
協

力
し
て
い
く
。
 

 １
）
特

色
あ
る
授
業
、
多
様
な
授
業
を
Ｆ
ス
ク
エ
ア
に
提

供
し

、
学
生
の
積
極
的
な
履
修
を
促
す
。
 

 ・
県
内
定
着
な
ど
の
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ａ
Ａ
を
介
し
て
大
学
と
産

業
界
等
を

結
び

つ

け
る
取
組
み
に
協
力
し
た
。
 

  ・
恐
竜
学
な
ど
、
特
色
あ
る
授
業
を
前
期
は

6
科
目
、
後
期
は

4
科
目
提

供
し

た
。
 

（
４
）
県
大

で
の
学

び
の
魅
力

発
信
 

①
本

学
の

教
員

が
高

校
に

出
向

い
て

行
う

講
義

や
実

験

な
ど
の

取
組

み
を
強

化
す
る
と

と
も

に
、
対

象
を

中
学

生
に
も

拡
大

す
る

。
併

せ
て
、
校

長
や

進
路

指
導
・
理

科
等
の

担
当

教
員
と

意
見
交
換

を
継

続
的

に
実
施

し
、

本
学
に

お
け

る
学
び

の
魅
力
を

ア
ピ

ー
ル

す
る
。
 

            ②
新
学
部
・
新

学
科

等
の
開
設

に
併

せ
て

、
農
業

や
水
産

 

の
魅
力
を
伝

え
る
セ

ミ
ナ
ー
、
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
等

を
関
係

機
関
と
連
携

し
て
開

催
す
る
な

ど
、
受
験

生
だ
け

で
な
く

親
世
代
に
対

し
て
も

Ｐ
Ｒ
を
行

う
。
 

 

 １
）
高

校
に

出
向
い
て
の
出
張
講
義
や
自
由
研
究
発
表
会
指

導
等

を
積
極
的
に
行
う
。
特
に
、
近
隣
高
校
と
の
連
携
強

化
を

模
索
す
る
。
 

２
）
入

試
説

明
会
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
最
大
限
活
用

し
、
研

究
活
動
状
況
と
研
究
の
面
白
さ
を
中
高
生
に
伝
え

る
。
 

３
）
県
内

の
高
校
長
や
教
員
と
の
意
見
交
換
や
高
校
生
へ
の

研
究

活
動
の
ア
ピ
ー
ル
を
通
し
て
、
科
学
に
興
味
を
持
ち

研
究

志
向
の
学
生
の
入
学
増
に
つ
な
げ
る
。
 

４
）
中
学

生
か
ら
高
校
生
に
対
し
県
大
で
の
学
び
の
面
白
さ

を
伝

え
る
授
業
・
実
験
を
、
対
面
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

す
る

。
 

５
）
校

長
や
教
員
と
の
意
見
交
換
の
ほ
か
、
高
校
生
対
象
の

対
面

や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
入
試
説
明
会
を
実
施
す
る
。

（
～
9
月
）
 

６
）

オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅
力
向
上
を
図
る
。
 

 １
）
農

や
水

産
の
魅
力
と
研
究
成
果
を
積
極
的
に
発
信
す
る

た
め

、
対

面
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
公
開
講
座
を
開
催
す

る
ほ

か
、「

北
陸
技
術
交
流
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
」
や
「
ふ
く
い

農
林

水
産
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
」
等
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
す

る
。
 

２
）
本

学
部

教
員
に
よ
る
公
開
講
座
を
通
じ
、
学
部
の
魅
力

を
中

高
生
や
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
 

 

 ・
高
校
へ
の
出
張
講
義
（

14
校
）
や
自
由
研
究
発
表
会
指
導
等
（

7
校

）
を
積

極
的
に

行
っ

た
。

特
に
、
金
津
高
校
へ
は
、
教
員
と

学
生
が
定
期
的
に
出
向
い
て
、
食
農

環
境
ゼ

ミ
を
行
っ

た
。
 

 ・
県
内
外

2
4
の
高
校
で
入
試
説
明
会
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ

ン
パ
ス
や

プ
レ

カ
レ

ッ
ジ
を
最
大
限
活
用
し
、
研
究
活
動
状
況
と
研
究
の
面
白
さ
を
中
高
生
に

伝
え

た
。
 

 ・
7
月

30
日
に
県
内
の
理
科
・
進
路
指
導
担
当
教
員
（
2
4
名
）
と
学
部

教
員
（

28
名

）
と

の
情
報

交
換
会
を
実
施
し
、
入
試
、
探
求
活
動
、
高
大
連
携
活
動
に
つ
い
て
意
見

交
換

を
行
っ
た

。
 

 ・
高
校
で
の
出
前
講
座
や
実
習
、
会
議
へ
の
講
師
と
し
て
の
参
加
の
ほ
か

、
小

学
生

を
対

象
と
し

た
観
察
会
の
開
催
や
公
開
講
座
の
開
催
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
な
ど
を

実
施

し
た

。
ま

た
、
高

校
生
を
対
象
と
し
た
授
業
や
公
開
講
座
を

計
1
0
回
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
し
た

。
 

・
県
内
外
の
高
校
を
対
象
に
説
明
会
を
実
施
し
た
。
な
お
、
恐
竜
学
部
の

進
学

説
明

会
に

つ
い
て

は
9
月

2
1
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
。
 

・
8
月

2
2
日
に
県
内
外
の
高
校
の
進
路
指
導
担
当
教
諭
を
対
象
に
説
明
会
を

開
催
し
た

。
 

・
8
月

4
日

を
中
心
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
約

2
千
人
の
参
加
が

あ
っ
た
。

 

 ・「
北
陸
技
術
交
流
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
」
や
「
ふ
く
い
食
と
農

の
博
覧
会
」
に

参
加

し
、
学

部
の

研
究

に
つ
い
て
農
や
食
に
つ
い
て
の
魅
力
を
発
信
し
た

。
 

・
公
開
講
座
を
実
施
し
、
学
部
の
魅
力
を
中
高
生
や
県
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
 

  ・
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
の
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ー

フ
ー

ド
シ

ョ
ー

に
参
加

し
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
て
研
究
発
表
を
実
施
し
た
。
後
日
、
民
間
企

業
と

の
共

同
研

究
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
打
合
せ
を
実
施
し

、
県
内
外
の
企
業
か
ら

問
合
せ

が
あ

っ
た

。
ま

た
、
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
本
学
の
共
同
研
究
の
成
果
を

発
信
し
た

。
 

・
7
月
に
、
公
開
講
座
「
先
端
増
養
殖
科
学
科
の
ワ
ク
ワ
ク
先
取
り
講
座
」
を

4
回
実
施

し
た

。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

三
 

学
生

の
受

入
れ

に
関

す

る
目

標
 

２
 

多
様
な

学
生
の

受
入
れ
 

（
１
）
人
物

評
価
を

重
視
し
た

入
試

制
度

の
改
善
 

①
多
様
な
学

生
を
確

保
で
き
る

よ
う

、
チ

ャ
レ
ン

ジ
精
神

や
行

動
力

な
ど

人
物

評
価

を
重

視
す

る
総

合
型

選
抜

（
Ａ

Ｏ
入

試
）

や
一

般
選

抜
に

お
け

る
面

接
実

施
な

ど
、
新

た
な

入
学
者

選
抜
方
式

の
導

入
を

進
め
る

。
 

       ②
受
験
生
の

利
便
性

向
上
を
図

る
た

め
、
イ

ン
タ

ー
ネ
ッ

ト
出
願

の
導

入
を
進

め
る
。
 

 

 １
）
入

試
制

度
改
革
の
結
果
を
検
証
す
る
た
め
の
指
標
に
つ

い
て

、
試

験
的
運
用
を
継
続
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
運
用

を
前

に
改
善
点
を
図
る
。
 

２
）
令

和
7
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
合

わ
せ

て
、
編
入
学
試
験
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

       １
）
総

合
型

選
抜
、
学
校
推
薦
型
選
抜
お
よ
び
一
般
選
抜
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
出

願
を

実
施

す

る
。
 

２
）
大

学
入

試
セ
ン
タ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
に
つ
い

て
情

報
を
取
集
し
、
本
学
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

 

 ・
地
域
政
策
学
部
（
仮
称
）
の
入
学
者
選
抜
案
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
 

・
経
済
学
部
の
総
合
型
選
抜
の
新
設
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
学
部
内
で
検

討
す

る
こ
と
と

な
っ

た
。 

・
生
物
資
源
学
部
の
入
学
定
員
増
加
に
伴
い
、
募
集
人
員
を
再
配
分
し
、

生
物

資
源

学
科

の
総
合

型
選
抜
に
つ
い
て
出
願
資
格
を
県
外
者
ま
で
拡
大
し

、
地
域
枠
（

3
名
）

を
設

定
し
た
。

 

・
出
身
学
科
を
指
定
す
る
学
校
推
薦
型
選
抜
に
お
い
て
、
修
学
の
条
件
を

満
た

す
普

通
科

コ
ー
ス

制
に
在
籍
す
る
生
徒
の
出
願
資
格
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。

 

・
特
別
選
抜
（
中
国
引
揚
者
等
生
徒
特
別
選
抜
）
を
廃
止
し
た
。
 

・
経
済
・
経
営
学
研
究
科
の
指
定
校
推
薦

入
試
に
つ
い
て
検
討
し
、
令
和

8
年
度

入
試
か

ら
実

施

す
る
こ
と
と
な
っ
た

。
 

・
生
物
資
源
学
研
究
科
に
お
け
る
国
費
留
学
生
の
秋
入
学
に
つ
い
て
、

入
学

試
験

本
部

会
議

に
お

い
て
認
め
る
こ
と
と
し
た
。
 

 ・
令
和

7
年
度
入
試
以
降
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。
 

  ・
令
和

8
年
度
共
通
テ
ス
ト
か
ら
始
ま
る
ネ
ッ
ト
出
願
、
地
域
政
策
学
部

（
仮

称
）
の
新

設
に

向

け
て
業
者
と
現
行
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
に
つ
い
て
、
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
か

ら
の

公
開

情
報
を

収
集
し
、
ネ
ッ
ト
出
願
業
者
と
本
学

の
対
応
を
打
ち
合
わ
せ
し
て
い
く

こ
と
と

し
た
。
 

 

（
２
）
社
会

人
・
外

国
人
留
学

生
の

受
入

れ
拡
大
 

①
看

護
福

祉
分

野
の

専
門

職
を

対
象

と
し

た
新

た
な

短

期
集
中

型
講

座
を
開

設
す
る
ほ

か
、
経
済

経
営
学

研
究

科
が
実

施
し

て
い
る
「

短
期
ビ

ジ
ネ

ス
講

座
」
を

見
直

す
な
ど

、
社

会
人
を

対
象
と
し

た
リ

カ
レ

ン
ト
教

育
を

充
実
す

る
と

と
も
に

大
学
院
へ

の
入

学
を

促
す
。
 

              

 １
）
短

期
ビ

ジ
ネ
ス
講
座
、
企
業
価
値
共
創
ラ
ボ
を
通
じ
て
、

リ
カ

レ
ン
ト
教
育
を
実
践
し
て
い
く
。
 

２
）
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、

留
学

生
の

受
け

入
れ

体
制

や
科

目
履

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

等

を
整

備
す
る

。
 

３
）
学
部

卒
業
生
や
新
人
看
護
師
を
対
象
と
し
た
リ
カ
レ
ン

ト
教

育
と
し
て
、
多
職
種
連
携
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ

ー
（
Ｓ
Ｉ
Ｍ

）
よ
る
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
利

用
し

た
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ス

テ
ム

を
取
り
入
れ
た
教
育
方
法
を
実
施
す
る
。
 

４
）

医
療
・

福
祉
・
看
護
の
専
門
職
を
対
象
と
し
た
看
護
・

医
療

職
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
講

座
を

シ
リ
ー
ズ
化
（
倫
理
、
文
献
検
討
、
看
護
理
論
等
）

し
て

実
施
す
る
。
 

５
）
大

学
院
主
催
の
「
社
会
福
祉
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
を
活
用

し
、
社
会

福
祉
士
、
大
学
院
卒
業
生
、
医
療
機
関
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
等
と
の
多
機
関
・
他
職

種
連
携
を
図
る
。
 

  

 ・
ふ
く
い
企
業
価
値
共
創
ラ
ボ
を
開
講
し
、
4
名
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た

。
ま

た
、
短

期
ビ

ジ

ネ
ス
講
座
を
開
講
し
、

1
1
名
が
修
了
し
た
。
 

・
本
研
究
科
の
指
定
す
る
大
学
か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
推
薦
入
試
制

度
に

つ
い
て
、
2
0
2
6
年

度
1
0
月
の
入
学
を
目
指
し
て
、

2
0
2
5
年
度
に
協
定
校
か
ら
の
留
学

生
の
推

薦
入
試
を

行
う

こ

と
に
な
っ
た
。
科
目
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は

草
案
を

作
成

し
た
。
 

・
多
職
種
連
携
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
Ｓ
Ｉ
Ｍ
）
よ
る
教
育

支
援

シ
ス

テ
ム

お
よ
び

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
用
し
た
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
演
習
を

4
回
に

わ
た

り
実
施

し
、
県

内
の

精
神
科
病
院
に
勤
務
す
る
看
護
師

1
1
名
が
参
加
し
た
。
 

  ・
医
療
・
福
祉
・
看
護
の
専
門
職
を
対
象
と
し
た
看
護
・
医
療
職
リ
カ
レ

ン
ト

教
育

と
し

て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
公
開
講
座
を
シ
リ
ー
ズ
化
（
看
護
研
究
）
し
て
実
施
し
た
。
 

  ・
大
学
院
主
催
の
「
社
会
福
祉
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
を
活
用
し
、
社
会
福
祉

士
、

大
学

院
卒

業
生
、

医
療
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
の
多
機
関
・

他
職
種
連
携
を
図
っ
た
。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

②
Ｕ

Ｉ
タ

ー
ン

な
ど

に
よ

る
社

会
人

の
学

士
編

入
を

促

進
す
る
た

め
、
「

農
」

を
学

ぶ
新

学
科

に
お

い
て

編
入

学
制
度

を
設

け
る
ほ

か
、
自
治

体
と

連
携

し
て
就

農
や

就
職

な
ど

地
域

定
住

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
を

整
備

す
る
。
 

 ③
外

国
人

留
学

生
向

け
の

進
学

説
明

会
や

日
本

語
学

校

で
の
Ｐ

Ｒ
、
在

籍
外

国
人
留
学

生
に

よ
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
利

用
し
た

広
報

を
強
化

す
る
ほ
か

、
授

業
料

の
減
免

や
居

住
環
境

の
整

備
な
ど

、
留
学
生

の
生

活
支

援
策
を

充
実

す
る
。
 

 

１
）
大

都
市

圏
の
中
核
人
材
を
活
用
し
た
地
方
創
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
「
ふ
く
い
企
業
価
値
共
創
ラ
ボ
」
を
行
う
。
 

    １
）
国

際
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
留
学
生
受
入
れ
拡
大
策
を
、

教
職

協
働
で
検
討
す
る
。
 

    ２
）
留

学
希
望
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、
当
学
の
留
学
生

支
援

の
特
徴
（
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
や

Wo
rl

d
 C
af
e
を
拠

点
と

し
た
交
流
事
業
な
ど
）
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等

で
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
。
 

 

・
大
都
市
圏
の
中
核
人
材

4
名
を

県
内
企
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
週

4
日

は
企
業

の
抱
え

る
経

営

課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
週
１
日
は
県
立
大
学
で
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

を
受

講
す

る
「

ふ
く
い

企
業
価
値
共
創
ラ
ボ
」
を

9
月
～

2
月
に
実
施
し

た
。
 

   ・
国
際
セ
ン
タ
ー
準
備
委
員
会
に
お
い
て
拡
大
策
を
検
討
し
、
外
国
人
学

生
の

た
め

の
進

学
説
明

会
や
日
本
留
学
フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
。
 

・
留
学
生
支
援
体
制
に
関
す
る
学
内
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。（

6
/
1
4
全
学

向
け

、
6
/2
6
教

職
員

向
け
）
 

・
留
学
生
支
援
や
多
文
化
理
解
に
関
わ
る
教
育
を
担
う
専
任
教
員
の
新
た
な
採

用
を
決
定

し
た

。
 

 ・
留

学
生

の
リ

ク
ル

ー
ト

を
担

当
す

る
海

外
派

遣
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ダ

ー
を

新
た

に
採

用
し

た
。
（

5
/
1）

 

・
外
国
人
学
生
向
け
の
進
学
説
明
会
（
東
京

6
/
2
9
）、

日
本
留
学
フ
ェ
ア
（

台
湾

7
/
13
・
1
4）
、
へ

の
参
加
や
、
国
内
日
本
語
学
校
（
東
京

6
/2
8
、
埼
玉

7
/
26
、
東
京

9
/
5）
、
海

外
協

定
校
（

台
湾

7
/
2
5、

宜
蘭
大
）
を
訪
問
し
、
当
学
の
情
報
を
提
供

し
た
。

 

・
チ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
日
本
人
学
生
と
留
学
生
と
の
交
流
や
、
英
語
ス
ピ

ー
チ

発
表

な
ど

W
o
r
ld
 

C
a
f
é
で

の
イ

ベ
ン

ト
を

大
学

Ｈ
Ｐ

や
Ｓ

Ｎ
Ｓ

、
外

国
人

向
け

進
学

説
明

会
等

で
ア

ピ
ー

ル
し

た
。
 

四
 

学
生

へ
の

支
援

に
関

す

る
目

標
 

 

 

３
 

学
生
へ

の
支
援
 

（
１
）
高
い

就
職
率

の
維
持
 

①
学
生
が
自

身
の
キ

ャ
リ
ア
形

成
を

考
え

る
た
め

、
企
業

経
営

者
に

よ
る

講
義

や
就

職
面

談
会

を
開

催
す

る
ほ

か
、
学
生
の

個
別
相

談
に
き
め

細
か

く
対

応
し
、
高

い

就
職
率

を
維

持
す
る

。
 

   

 
 

②
同

窓
生

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

か
し

、
社

会
で

活
躍

す

る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

を
キ
ャ

リ
ア
セ

ン
タ

ー
に

招
き

、
就

職

相
談
や

助
言

な
ど
の

就
職
支
援

を
行

う
。
 

  ③
県
内
定
着

を
さ
ら

に
進
め
る

た
め

、
県

内
の
中

堅
・
中

小
企
業

に
関

す
る
情

報
の
収
集

、
提

供
を

強
化
す

る
ほ

か
、
外
国
人

留
学
生

の
県
内
定

着
に

向
け

た
支
援

を
拡

充
す
る

。
 

 

  １
）
キ

ャ
リ

ア
教
育
等
で
企
業
人
を
招
い
た
講
義
や
説
明
会

を
開

催
す
る
ほ
か
、

3
年
生
に
加
え
て

2
年
生
を
対
象
と

し
た

ガ
イ
ダ
ン
ス
も
実
施
し
、
低
年
次
か
ら
学
生
と
の
接

点
を

持
ち
、
就
職
を
取
り
巻
く
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

教
員

と
職

員
と

の
協

働
を

通
じ

て
学

生
の

キ
ャ

リ
ア

形

成
支

援
、
就
職
活
動
支
援
を
行
う
。
 

 １
）
企

業
や

自
治
体
等
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
本
学
の

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
交
流
企
画
や

4
年
生
の
就
職
内
定
者
か

ら
就

職
活
動
の
体
験
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
報
告
会
を

開
催

す
る
。
 

 １
）
県

内
企

業
へ
の
定
期
的
訪
問
に
よ
り
企
業
と
の
つ
な
が

り
を

強
化
し
、
採
用
情
報
の
収
集
や
本
学
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う

と
と

も
に

、
早
い
段
階
で
学
生
が

県
内
企
業
と
接
す
る
機

会
等

を
創
出
す
る
。
 

２
）
国

際
セ

ン
タ

ー
に

お
け
る

入
口

(
入

学
)
か

ら
出

口
(
卒

業
、
就

職
・
進
学
)ま

で
の
留
学
生
支
援
策
を
、
教
職
協
働

  ・
県
内
企
業
経
営
者
、
県
庁
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
就
職
情

報
企

業
担

当
者

を
招
い

た
講
義
を
、
後
期
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
等
に
お
い
て

8
回
実
施
し
た

ほ
か
、

2
年
生

を
対

象

と
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
た
。
 

    ・
企
業
で
活
躍
す
る
本
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
懇
談
会
（

1
2/
6
、
1
8
名
参
加

）
お
よ

び
就

職
内

定
者

か
ら
の
就
職
活
動
等
の
報
告
会
（

6
回
、

延
べ

10
7
名
参
加
）
を
実
施

し
た
。
 

 

  ・
企
業
へ
の
訪
問
や
来
訪
に
よ
り
、

3
40

社
と
情
報
交
換
を
行
い
、
採
用
情
報

の
収
集
等

を
実

施

し
た

。
 

・
学
生
が
県
内
企
業
を
訪
問
し
、
見
学
・
交
流
を
行
っ
た
。（

7
/
9、

学
生

2
3
名

（
う
ち

2
年

生

9
名
）、

1
/2
1
、
学
生

1
3
名
参
加
）
 

・
国
際
セ
ン
タ
ー
準
備
委
員
会
に
お
い
て
拡
大
策
を
検
討
し
、
教
職
協
働

で
受

入
か

ら
進

路
決
定

(
卒
業
、
留
学
終
了
)
ま
で
の
支
援
体
制
を
見
直
し
て
い
く
。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

で
検

討
す
る
。
 

   ３
）
経

済
団
体
や
県
内
各
大
学
と
連
携
し
、
留
学
生
が
県
内

企
業

と
交
流
す
る
機
会
を
設
け
る
。
 

 

・
留
学
生
支
援
体
制
に
関
す
る
学
内
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。（

6
/
1
4
全
学

向
け

、
6
/2
6
教

職
員

向
け
）
 

・
留
学
生
支
援
や
多
文
化
理
解
に
関
わ
る
教
育
を
担
う
専
任
教
員
の
新
た

な
採

用
を

決
定

し
た
。

【
再
掲
Ⅱ
２

(
1)
③
】
 

・
福
井
大
学
、
福
井
県
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
基
金
、
福
井
商
工
会
議
所
、
日
本
貿

易
振
興
機

構
（

Ｊ

Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
と
共
催
し
、
留
学
生
の
「
北
陸
技
術
交
流
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア

2
0
2
4」

見
学
と

県
内

企
業
等
と
の
交
流
会
を
開
催
し
た
。（

1
0/
1
8
、
本
学
留
学
生

6
名
参
加
）
 

・
福
井
大
学
、
福
井
県
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
基
金
と
共
催
で
、
留
学
生
対
象

就
活

セ
ミ

ナ
ー

を
開
催

し
た
。（

10
月
～

12
月
の
全

5
回
、
本
学
留
学
生
延
べ

8
名
参
加
）
 

・
令
和

6
年
度
卒
業
生
は
、
学
部
生

5
名
、
院
生

3
名
で
あ
り
、
進
路

内
訳
は

、
就
職

4
名

（
県

外
2
名
、
県
内

2
名
）、

進
学

4
名
だ
っ
た
。
 

 

（
２
）
学
生

生
活
の

支
援
 

①
国
の
大
学

授
業
料

無
償
化
導

入
に

併
せ

、
本
学

独
自
の

支
援
策

に
つ

い
て
検

討
す
る
。

 

    ②
障

が
い

の
あ

る
学

生
等

に
対

す
る

キ
ャ

ン
パ

ス
ソ

ー

シ
ャ
ル

ワ
ー

カ
ー
の

相
談
体
制

を
充

実
す

る
ほ
か

、
学

生
情

報
の

教
職

員
間

の
共

有
に

よ
り

個
々

に
応

じ
た

き
め
細

か
な

指
導
支

援
を
行
う

。
 

   ③
ス
ポ
ー
ツ

、
文

化
芸

術
な
ど

の
ク

ラ
ブ
・
サ

ー
ク

ル
活

動
や
社
会
貢

献
活
動

へ
の
参
加

を
促

進
す

る
た
め

、
広

報
紙
へ
の
掲

載
、
表
彰

な
ど
に

よ
り

学
生

の
活
動

を
応

援
す
る
。
 

 ④
本

学
の

ブ
ラ

ン
ド

力
向

上
に

つ
な

が
る

全
国

レ
ベ

ル

で
活
躍

す
る

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク

ル
活

動
に

対
し
て

、
遠

征
費
や

強
化

費
等
を

支
援
す
る

。
 

 ⑤
大
学
祭
と

合
わ
せ

た
ホ
ー
ム

カ
ミ

ン
グ

デ
ー
の

開
催
、

地
区
別
・
企
業

別
、
ゼ
ミ
・
ク

ラ
ブ

単
位

で
の
同

窓
会

活
動
を

サ
ポ

ー
ト
し

、
同
窓
生

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
の

拡
大

を
図
る

。
 

 

 １
）
院

生
、
留
学
生
を
対
象
と
し
た
学
生
生
活
等
の
支
援

策
の

拡
充
を
進
め
る
。
 

    １
）
入

学
時

や
健
康
診
断
時
お
よ
び
教
職
員
間
の
情
報
共
有

に
よ

り
学
生
の
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、
早
期
の
カ
ウ
ン

セ
リ

ン
グ
や
修
学
支
援
に
つ
な
げ
、
個
々
の
学
生
に
対
応

し
た

支
援
を
行
う
。
 

   １
）
活

躍
し

た
学
生
を
顕
彰
す
る
「
つ
ぐ
み
賞
」
を
継
続
す

る
と

と
も
に
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ラ

ジ
オ

で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

 

  １
）
ク

ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
に
要
す
る
遠
征
費
等
を
補
助

し
、

活
動
を
支
援
す
る
。
 

  １
）
卒

業
生

が
多
数
在
籍
す
る
企
業
等
で
の
同
窓
会
支
部
の

立
上

げ
を
進
め
、
大
学
と
同
窓
生
と
の
関
わ
り
を
強
化
す

る
。
 

 ・
院
生
、
留
学
生
へ
の
学
生
生
活
等
の
支
援
策
の
拡
充
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

議
論
を
進

め
て

い

く
。
 

・
令
和

6
年
度
か
ら
国
に
お
け
る
院
生
の
授
業
料
後
払
い
制
度
が
創
設
さ
れ
た

。
ま
た
、

学
部

生

の
授
業
料
も
国
の
減
免
拡
充
に
加
え
て
、
新
た
に
県
独
自
の
支
援
を
上
乗

せ
実

施
し
た
。

 

（
授
業
料
減
免
学
生

 学
部
：

2
0
7
名
 

院
・
留
学
生
：
1
8
名
）
 

 ・
健
康
診
断
や
教
職
員
間
の
情
報
共
有
、
学
生
自
身
の
相
談
来
室
な
ど
に
よ
り

、
新
た
に

3
0
名

を

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
な
げ
、
関
係
部
署
と
連
携
し
支
援
を
実
施
し
た

。
ま

た
、

健
康

診
断
の

結
果
、
2
次
検
査
が
必
要
な
学
生
に
は
学
校
医
の
診
察
相
談
を
行
い
、
病
院

受
診
を

勧
奨

し
た

。

復
学
者
に
つ
い
て
は
、

1
0
月
に
健
康
診
断
を
実
施
し
た
。

 

・
修
学
支
援
申
請
者

28
名
（
新
規

21
名
、
継
続

7
名
）
に
つ
い
て
、

授
業

面
で
の
配

慮
を

実
施

し
た
。
 

 ・
学
術
研
究
活
動
や
課
外
活
動
等
で
活
躍
し
た
学
生
を
顕
彰
す
る
「
つ
ぐ
み

賞
」
を

継
続

し
、
7
団

体
8
個
人
（
延
べ

38
名
）
の
表
彰
を
行
い
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

、
ラ

ジ
オ
お

よ
び
ア
ト
リ
ウ
ム
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。
 

  ・
6
月
に
採
択
し
た

4
団
体
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
た
。
 

   ・
職
域
・
地
区
別
で
の
同
窓
会
支
部
の
立
上
げ
を
依
頼
し
た

。
養
護
教
諭

の
支

部
設
立
に

つ
い

て

は
、
引
き
続
き
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。
関
東
支
部
に
つ
い
て
は
、
令
和

7
年
度

中
に
立
上

げ
予

定
。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

第
三

 
研
究

に
関
す
る
目
標
 

Ⅲ
 

研
究
 

 
 

  

一
 

研
究

水
準

お
よ

び
研

究

の
成

果
等
に
関
す
る
目
標
 

 

    

（
１
）
学
外

と
の
連

携
に
よ
る

先
端

研
究

や
地
域

研
究
の

推
進
 

①
海

外
で

の
恐

竜
に

関
す

る
発

掘
調

査
や

協
定

締
結

校

と
の
研

究
を

推
進
す

る
な
ど
、
海

外
の
大

学
や
研

究
機

関
と
の

国
際

的
な
共

同
研
究
を

進
め

る
。
 

        ②
科

学
研

究
費

補
助

金
や

共
同

研
究

費
な

ど
外

部
資

金

を
活
用

し
な

が
ら
、
微

生
物
の

優
れ

た
機

能
を
活

用
し

た
医
薬

品
開

発
に
関

す
る
研
究

な
ど

、
先

端
的
研

究
を

推
進
す

る
。
 

 ③
農

産
物

の
品

種
開

発
や

増
養

殖
関

連
技

術
に

関
す

る

研
究
、

地
域

の
活
性

化
に
資
す

る
経

済
的

分
析
な

ど
、

地
域

課
題

の
解

決
に

つ
な

が
る

研
究

を
学

内
研

究
費

の
優
先

配
分

等
に
よ

り
一
層
推

進
す

る
。
 

         ④
全
学
に
お

い
て
福

井
の
独
自

性
を

自
然

環
境
、
歴

史
文

化
、
経

済
な

ど
様
々

な
視
点
か

ら
総

合
的

に
研
究

し
、

「
福
井

学
」

を
推
進

す
る
。
 

 

  １
）
当

学
と
海
外
の
機
関
と
の
交
流
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

教
職

協
働
で
検
討
す
る
。
 

 ２
）
派

遣
学

生
の
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
外
部
奨
学

金
も

活
用
し
た
新
た
な
補
助
制
度
を
策
定
す
る
。
 

 ３
）
各

学
部

等
で
、
別
表
の
と
お
り
国
際
的
な
共
同
研
究
を

実
施

す
る
。
 

 
 

～
別
 
紙
～
 

  １
）
各

学
部

等
で
、
外
部
資
金
を
活
用
し
、
別
表
の
と
お
り

先
端

的
研
究
を
実
施
す
る
。
 

 
 

～
別
 
紙
～
 

  １
）
次

の
30

年
を
見
据
え
た
福
井
の
活
性
化
の
た
め
、
戦

略
研

究
や
社
会
実
装
的
研
究
に
取
り
組
む
教
員
の
研
究

課
題

を
、
戦
略
的
課
題
研
究
推
進
支
援
お
よ
び
地
域
連

携
研

究
推
進
支
援
制
度
に
よ
り
支
援
す
る
。
 

 ２
）
農

産
物

の
県
産
化
等
を
め
ざ
す
研
究
課
題
に
引
き
続
き

研
究

費
を
交
付
す
る
。
ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向

け
た
研
究
へ
の
支
援
も
検
討
す
る
。
 

 ３
）
各

学
部
等
で
、
別
表
の
と
お
り
地
域
課
題
の
解
決
に
つ

な
が

る
研
究
を
実
施
す
る
。
 

 
 

～
別
 
紙
～
 

 １
）
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
等
の
書
籍
執
筆
者
や
福
井
を
テ
ー
マ

に
し

た
研
究
成
果
を
公
開
講
座
や
展
示
会
等
の
イ
ベ
ン

ト
を

通
し
て
、
発
信
し
、
研
究
成
果
を
県
民
に
還
元
す

る
。
 

＜
開
催
時

期
＞

 

公
開
講
座

：
前

期
(
5
月

～
9
月

)
、

後
期
(
1
0
月

～
3
月
)
 

展
 
示

 
会

：
北

陸
技

術
交

流
テ

ク
ノ

フ
ェ

ア
（

1
0

月
）

、

M
a
t
ch
i
ng
 
HU
B
 H
o
ku
r
ik
u
（

11
月

）
 

  ・
各
学
部
の

海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

計
画
の
具
体
化
に
向
け
、
担
当
教

員
と

海
外

派
遣

支
援

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
調
整
し
、
実
施
に
向
け
た
関
係
機

関
と

の
交

渉
、

学
生
に

向
け
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
危
機
管
理
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
支
援

を
行
っ

た
。
 

・
日
本
学
術
振
興
会
の
二
国
間
交
流
事
業
の
採
択
を
受
け
、
韓
国
の
若
手

研
究

者
ら

と
「

ダ
イ
ア

ロ
ジ
ッ
ク
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
使
っ
た
英
語
教
育
モ
デ
ル
の
開
発
」
に
関

す
る

国
際

共
同

研
究
を

実
施
。
日
韓
の
若
手
研
究
者
間
交
流
を
活
発
に
行
い
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や

デ
ー

タ
セ

ッ
シ
ョ

ン
等
を
開
催
し
た
。
 

・
令
和

7
年
度
の
「
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
、
日
本
学
生
支

援
機
構
（

Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｓ

Ｏ
）

海
外
留
学
支
援
制
度
の
対
象
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
申
請
し
、
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

採
択

さ
れ
た
。（

他
に

２
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
待
ち
）

 

      ・
福
井
の
持
続
可
能
性
に
寄
与
す
る
研
究
を
採
択
し
た
。
 

地
域
連
携
研
究
推
進
支
援
 
9
件
（
新
規

8
件
、
継
続

1
件
）
 

 
 

戦
略
的
課
題
研
究
推
進
支
援

 
4
6
件
（
新
規

4
1
件
、
継
続

5
件
）
 

  ・「
輸
入
品
目
を
福
井
産
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
創
造
農
学
科

5
件
、
海
洋

生
物

資
源
学
科

3
件

の
研

究
課
題
を
採
択
し
た
。
 

      ・
福
井
に
関
す
る
講
座
を
公
開
講
座
で

7
講
座
実
施

し
た
。

 

（
親

子
で

学
ぶ

経
営

学
、

福
井

の
恐

竜
学

最
前

線
 

な
ど

）
 

・
次
の

展
示
会

に
出
展

し
た
。

 

 
 

ふ
く
い
食
と
農
の
博
覧
会
（

9
/
2
8、

2
9
）
 

北
陸
技
術
交
流
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
（

1
0/
1
7、

1
8
）
 

 
 

M
at
c
hi
n
g
 
H
UB
 
H
o
k
ur
i
k
u
 
2
0
2
4（

1
1
/1
2、

1
3
）

※
 

 
 
 

※
恐

竜
学

部
開

設
準

備
室

が
ブ

ー
ス

展
示

の
1
1
/
1
3
に

参
加
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

（
２
）
研
究

支
援
体

制
の
強
化

 

①
若
手
教
員
の
研
究
を
促
す
た
め
、
既
存
の
研
究
支
援
に

加
え
、
若
手
研
究
者
の
海
外
留
学
を
支
援
す
る
制
度
を

整
備
す
る
。
 

 ②
学
外
資
金

を
積
極

的
に
獲
得

す
る

た
め

、
教
員

お
よ
び

担
当
職

員
の

研
修
機

会
を
充
実

す
る

ほ
か

、
外
部

研
究

費
の

審
査

経
験

な
ど

一
定

の
実

績
を

持
つ

教
員

に
よ

る
助
言

な
ど

の
支
援

を
行
う
。

 

 

 １
）
若

手
教

員
に
対
し
て
、
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
の
利
用
を
呼
び

掛
け

る
。
 

  １
）
外

部
研
究
費
に
応
募
す
る
教
員
等
を
対
象
に
、
事
務

局
が

説
明
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
研
究
計
画
書
を

校
正

す
る
。
 

２
）

科
研
費

申
請
支
援
の
対
象
人
数
を

10
人
以
上
に
増
や

し
て

実
施
す
る
。
 

３
）

民
間
の

公
益
財
団
等
の
研
究
助
成
に
関
す
る
公
募
情

報
を

収
集
・
学
内
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
関

係
教

員
に
周
知
す
る
。
 

 

 ・
令
和

6
年
度
実
施
分
に
つ
い
て
、

5
月
に
各
部
局
長
に
候
補
者
の
推

薦
依

頼
を
行
っ

た
が

、
推

薦
は
な
か
っ
た
。
 

  ・
外
部
研
究
費
に
応
募
す
る
教
員
等
を
対
象
に
科
研
費
説
明
会
を
開
催
し

た
。
 

（
8
/
2、

71
名
参
加
）
 

 ・
外
部
研
究
費
に
応
募
す
る
教
員
等
を
対
象
に
、

事
務
局
職
員
に
よ
る
研
究
計

画
書
の
添

削
を

実

施
し
た
ほ
か
、
外
部
機
関
に
よ
る
研
究
計
画
書
の
添
削
支
援
（
対
象

1
5
名

）
を

実
施
し

た
。
 

・
省
庁
や
公
的
機
関
に
よ
る
競
争
的
資
金
お
よ
び
民
間
の
公
益
財
団
等
の
研
究

助
成
に
関

す
る

公

募
情
報
を
学
内
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載
し
、
関
係
教
員
に
周

知
し
た

。
 

・
外
部
研
究
費
に
応
募
し
不
採
択
と
な
っ
た
教
員
の
研
究
活
動
支
援
を
強

化
す

る
た

め
、

ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
研
究
支
援
の
予
算
枠
を

2
9
,
00
0
千
円
に
拡
充
し
た
（

R
5
年
度

～
）
。
 

 

第
四
 

地
域

貢
献
、
国
際
交
流
等

に
関

す
る
目
標
 

Ⅳ
 

地
域
貢

献
 

 
 

 
一

 
地

域
社

会
と

の
連

携
に

関
す

る
目
標
 

 二
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す

る
目

標
 

 

（
１
）
県
民

の
学
び

の
応
援
 

①
社
会
人
の

学
び
直

し
を
応
援

す
る

た
め

、
本
学

の
多
彩

な
授
業

を
社

会
人
に

開
放
し
、
科

目
等
履

修
生
や

聴
講

生
の
さ

ら
な

る
拡
大

を
図
る
。

 

 ②
本
学
教
員
の
研
究
成
果
を
普
及
す
る
た
め
、
公
開
講
座

を
積
極
的
に
開
講
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
優
れ
た
研
究

の
普
及
や
地
域
の
政
策
課
題
に
対
応
す
る
特
別
講
座
を
企

画
・
実
施
す
る
。
 

              

 １
）
オ

ン
ラ

イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
授
業
や
夜
間
の
授

業
を

継
続
し
、
科
目
等
履
修
生
お
よ
び
聴
講
生
を
募
集
す

る
。
 

 １
）
本

学
教
員
が
実
施
し
て
い
る
地
域
と
の
共
同
研
究
や
、

地
域

の
政
策
課
題
の
発
信
講
座
、
ま
た
社
会
人
（
専
門
）

向
け

リ
ス
キ
リ
ン
グ
、
公
的
機
関
と
の
連
携
公
開
講
座
を

企
画

・
実
施
す
る
。
 

２
）
本
学

と
(公

財
)福

井
県
国
際
交
流
協
会
の
連
携
体
制
を

構
築

し
、
医
療
通
訳
者
の
外
国
人
支
援
団
体
メ
デ
ィ
サ
ポ

ふ
く

い
と
協
働
し
て
、
外
国
人
患
者
の
受
療
に
関
す
る
支

援
の

事
業
化
に
向
け
た
講
習
会
を
開
催
す
る
。
 

３
）
越

前
市
と
県
立
大
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の

3
者
間
で
情
報

通
信

技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し
て
市
民
の
健
康
増
進
を

図
る

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
。
 

  ４
）
県

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催
で
、
福
井
県
内
の
福
祉

施
設
・
団

体
の
取
組
み
を
社
会
福
祉
学
科
の
教
員
の
指
導

の
下

、
本
学
科
学
生
が
、
福
祉
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
向

け
た

広
報
活
動
を
展
開
す
る
（「

フ
ク
チ
ャ
レ
」
と
称
す
）。
 

 

 ・
前
期
は
聴
講
生

3
名
（
延
べ

3
科
目
）
が
受
講
し
た
。
 

・
後
期
は
科
目
等
履
修
生

1
名
（
3
科
目
）、

聴
講
生

3
名
（
延
べ

6
科
目
）

が
受
講
し

た
。
 

  ・
県
内
企
業
と
の
商
品
開
発
に
関
す
る
講
座
、
福
井
の
地
域
政
策
を
考
え

る
講

座
、

社
会

人
向
け

の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
講
座
、
鯖
江
市
図
書
館

（
文
化
の
館
）
と
連
携
し
た

講
座
を

実
施
し
た

。
 

地
域

と
の

共
同

研
究

：
食

品
の

機
能

を
知

っ
て

、
美

味
し

く
元

気
に

！
 

リ
ス

キ
リ

ン
グ

講
座

：
サ

ス
テ

イ
ナ

ブ
ル

な
地

域
経

済
活

性
化

と
国

内
外

観
光
戦

略
論

、
他

3
講
座
 

 ・
外
国
人
支
援
団
体
メ
デ
ィ
サ
ポ
ふ
く
い
と
協
力
し
、
福
井
県
国
際
交
流

協
会

主
催

の
「

外
国
人

患
者
等
対
応
セ
ミ
ナ
ー
」
の
講
習
会
を
実
施
し
た
。
結
核
感
染
の
外
国

人
患

者
へ

の
対

応
事
例

を
検
討
し
た
。（

R
7.
1
.
3
0、

参
加
者

2
0
名
）。

 

 ・
永
平
寺
町

、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

と
連
携
し
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活

用
し

て
永

平
寺
町

民
の
健
康
増
進
を
図
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
具
体
的
に
は
、
永

平
寺
町

民
23

人
を

対

象
に
マ
ッ
ト
型
の
睡
眠
計
を
用
い
て
、
3
か
月
間
に
わ
た
り
客
観
的
な
睡

眠
デ

ー
タ
を
測

定
し

、

1
か
月
ご
と
に
そ
の
結
果
に
基
づ
い
た
個
別
の
睡
眠
・
生
活
指
導
を
行

う
こ

と
で

、
睡

眠
状

態

の
改
善
を
目
指
し
た
。
 

・
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催
で
、

県
内

の
福
祉
施
設
・
団
体
の
取
組

み
を

社
会

福
祉

学
科
の

教
員
の
指
導
の
下
、
本
学
科

生
が
、
福
祉
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
向
け

た
広

報
活

動
を

展
開
し

た
。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

③
地

域
公

共
政

策
に

関
す

る
研

究
を

地
域

政
策

に
活

用

で
き
る

よ
う

、
自
治

体
や
関
係

団
体

と
連

携
し
て

セ
ミ

ナ
ー
等

を
開

催
す
る

。
 

                      ④
多
く
の
県

民
が
公

開
講
座
を

聴
講

で
き

る
よ
う

、
永
平

寺
・
小

浜
キ

ャ
ン
パ

ス
の
み
な

ら
ず

、
福

井
駅
前

を
は

じ
め
県

内
各

市
町
に

お
い
て
開

催
す

る
。
 

 

１
）

北
陸

地
域

政
策

研
究

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

の
参

加
を

通
じ

て
、

研
究
の
成
果
を
県
民
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
。
 

２
）
福

井
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

、
講
義
や

特
別
企
画
講

座
、
セ

ミ
ナ
ー

等
を
公
開
（
一
部
公
開
を
含
む
）
で
実
施

す
る

。
 

３
）
地

域
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
自
治
体
、
支
援
機
関
と

連
携

し
て
研
究
成
果
を
発
信
す
る
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
論
文
、

著
書

、
学
会
、
機
関
紙
、
メ
ル
マ
ガ
等
）。

 

特
に

、
前
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
、
北

陸
新
幹
線
の

福
井

延
伸
に
伴
う
影
響
、
繊
維
産
業
の
先
進
的
取
組
み
の

ほ
か

、
農
産
物
輸
出
や
企
業
の
海
外
進
出
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活

用
し

た
政

策
形

成
等

に
つ

い
て

調
査

・
研

究
を

開
始

す

る
。
 

            １
）
場

所
に

関
係
な
く
受
講
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
を
中
心
に

公
開

講
座
を
企
画
し
、
学
生
か
ら
社
会
人
の
幅
広
い
年
齢

層
を

対
象
と
し
た
講
座
を
実
施
す
る
。
 

 

・
北
陸
地
域
政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
富
山
大
学
で
開
催
さ
れ
、
教
員

や
大

学
院

生
が

参
加

し
、

研
究
の
成
果
を
発
信

し
た
。
 

・「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
地
域
経
済
活
性
化
と
国
内
外
観
光
戦
略
論
」
な
ど

の
公

開
講
座

を
実

施
し

た
。
 

・
地
域
経
済
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

6
回
開
催

し
、
延
べ

41
4
名
が
参
加

し
た
。
 

 
第

1
回
：
5
月

24
日
開
催
、
38

名
参
加
、
テ
ー
マ
「
農
林
水
産
物
輸
出
の
現
状
と

課
題
」

 

第
2
回
：
6
月

25
日
開
催
、
44

名
参
加
、
テ
ー
マ
「
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
繊
維
産
業
政
策
の
新
展
開
と
福
井
産

地
の
課
題
」
 

第
3
回
：
9
月

25
日
開
催
、
3
2
名
参
加
、
テ
ー
マ
「
福
井
県
の
行
政
に
お
け
る
生

成
A
I
の
活
用
」
 

第
4
回
：
1
0
月

21
日
開
催
、
10
0
名
参
加
、
テ
ー
マ
「
地
方
大
学
を
中
心
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス

テ
ム
形
成
の
可
能
性
」
 

第
5
回
：
1
2
月

19
日
開
催
、
14
0
名
参
加
、
テ
ー
マ
「
高
速
交
通
に
よ
る
大
交
流
時
代
と
福
井
・
中
部

の
課
題
―

北
陸
新
幹
線
と
中
部
縦
貫
道
の
影
響
を
さ
ぐ
る
ー
」

 

第
6
回
：
2
月

3
日
開
催
、
60

名
参
加
、
テ
ー
マ
「
福
井
県
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
政
策
の
全
体
像
と
最

新
動
向
」
 

・
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を

2
回
開
催
し

、
延
べ

8
9
名
が
参
加

し
た

。
 

第
1
回
：
7
月

26
日
開
催
、
4
3
名
参
加
、
テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
の
産
業
立
地
の
最
新

事
情
」

 

第
2
回
：
11

月
29

日
開
催
、
46

名
参
加
、
テ
ー
マ
「
都
市
変
革
の
新
構
想
：
日

仏
の
視
点
か
ら
」

 

・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
ネ
シ
ー
大
学
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
学
生

1
4

名
が

地
域

経
済
研

究
所

を

訪
れ
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
（
6
/
2
0）

 

・「
福
井
豪
雨
災
害
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を

実
施

し
た

。
「

学
生

が
聞

い
た
『
福
井
豪
雨
』
の
証
言
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。
（

6
/2
6
）
 

・
大
韓
民
国
大
邱
広
域
市
に
て
大
邱
政
策
研
究
院
と
連
携
協
定
を

1
0
月

3
0
日

に
締
結
し

た
。
 

・
メ
ル
マ
ガ
を

1
2
回
発
信
し
た
。
 

・
機
関
誌
『
ふ
く
い
地
域
経
済
研
究
』
第

3
9
号
を

9
月
に
、
第

4
0
号
を

3
月

に
刊
行

し
た

。
 

 ・
公
開
講
座

8
8
講
座
の
う
ち
、
62

講
座

 (
約

7
0％

)
を
ラ
イ
ブ
配
信
お

よ
び

オ
ン
デ
マ

ン
ド

配
信

で
実
施
し
た
。
 

 

（
２
）
地
域

連
携
本

部
の
活
動

強
化
 

①
新
た
な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
実

証
研
究
な
ど
、
地
元
自
治
体
等
と
連
携
し
、
大
学
の
シ
ー

ズ
や
新

町
ハ

ウ
ス

※
を

活
用

し
た

地
域

課
題

解
決

の
た

め
の
活
動
を
推
進
す
る
。
 

 
 
※
永
平
寺
町
か
ら
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
民
家
 

   ②
地

域
課

題
研

究
に

関
す

る
情

報
交

換
と

学
外

と
の

ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
拡
大

す
る
た
め

、
農

林
水

産
分
野

の
本

 １
）
地

域
連

携
本
部
に
お
い
て
、
健
康
長
寿
や
地
域
包
括
ケ

ア
な

ど
自

治
体

が
抱

え
る

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

た

め
、

研
修
等
の
講
師
や
委
員
の
派
遣
に
対
応
す
る
。
 

 ２
）
大
都

市
圏
の
中
核
人
材
を
活
用
し
た
地
方
創
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
「
ふ
く
い
企
業
価
値
共
創
ラ
ボ
」
を
行
う
。
 

【
再

掲
Ⅱ
2(
2)

②
】
 

 １
）
福

井
の
地
域

的
な

課
題
に

関
係

す
る
テ

ー
マ

で
地

域

公
共

政
策
学
会
を
企
画
・
開
催
す
る
。
 

 ・
市
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

協
力
の
も

と
、

独
居

高
齢

者
の
社

会
的
支
援
を
介
入
し
た
在
宅
運
動
の
活
動
の
継
続
性
と
フ
レ
イ
ル
の
予

防
改

善
効

果
を

テ
ー
マ

に
研
究
を
開
始
し
、
フ
レ
イ
ル
に
陥
り
や
す
い
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

3
名

を
対

象
に
、

自
宅

で
で
き
る

1
0
分
間
の
運
動
を
福
井
市
湊
公
民
館
に
て
指
導
し
た
。
（
9
/
1
3
）
 

・
大
都
市
圏
の
中
核
人
材

4
名
を
福
井
県
の
未
来
を
担
う
企
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ

し
、
週

4
日

は
企

業
の
抱
え
る
経
営
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、

週
1
日
は
県
立
大
学
で

リ
カ
レ

ン
ト
教
育

を
受

講
す
る
「
ふ
く
い
企
業
価
値
共
創
ラ
ボ
」
を

9
月
～

2
月
に
実
施

し
た
。
 

 ・
地
域
公
共
政
策
学
会

2
02
4
年
度
春
季
大
会
を
本
学
永
平
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
開
催
し

た
。
 

（
3
/
2
9、

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
経
済
・
経
営
学
研
究
科
の
教
員
や
地

域
の
学

会
員
等
が

参
加

） 
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

学
教
員

と
自

治
体
・
団

体
等
の

担
当

者
に

よ
る
専

門
家

会
議
を

設
置

す
る
と

と
も
に
、
経

済
団
体

等
と
の

意
見

交
換
、

協
議

の
場
を

設
け
る
。

 

              ③
地

域
課

題
の

掘
り

起
し

や
学

内
の

教
職

員
等

と
の

連

携
調
整

を
積

極
的
に

推
進
す
る

た
め

、
ス

タ
ッ
フ

の
増

強
な
ど

地
域

連
携
本

部
の
体
制

を
強

化
す

る
。
 

 

２
）「

ふ
く

い
の
農
力
ア
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
会
員
と
の

情
報

交
換
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
県
大
ア
グ
リ
」

を
活

か
し

た
農

業
経

営
教

育
等

を
引

き
続

き
進

め
て

い

く
。
 

３
）
福

井
県
中
小
企
業
と
の
共
同
研
究
を
継
続
し
、
オ
ー
プ

ン
ラ

ボ
形

式
に

よ
る

新
事

業
創

出
へ

の
技

術
的

サ
ポ

ー

ト
を

展
開
す
る
。
 

４
）
大
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
保
有
す
る
微
生
物
利
用
技
術
を

活
か

し
、
福
井
県
の
繊
維
加
工
企
業
と
の
新
事
業

創
出
を

展
開

す
る
。
 

５
）
ふ

く
い
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
強
化
し
、
水

産
学

術
産

業
拠

点
を

活
用

し
て

、
県

や
民

間
企

業
等

と

「
若

狭
鯖

」、
「
ふ
く
い
サ
ー
モ
ン
」
な
ど
の
養
殖
安
定
化

技
術

開
発
の
共
同
研
究
を
進
め
る
。
ま
た
、
マ
ガ
キ
養
殖

の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
県
内
外
の
民
間
企

業
と

の
共
同
研
究
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
す
る
。
 

 １
）
地
域

課
題
の
掘
り
起
し
や
学
内
の
教
職
員
等
と
の
連
携

調
整

を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
増
強
な

ど
地

域
連
携
本
部
の
体
制
を
強
化
す
る
。
 

 

・「
ふ
く
い
の
農
力
ア
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
会
員
と
の
情
報
交
換
、
大
学

発
ベ
ン
チ

ャ
ー

企
業

「
県
大
ア
グ
リ
」
を
活
か
し
た
農
業
経
営
教
育
等
を
継
続
し
て
進
め
た

。
 

  ・
微
生
物
棟
の
一
部
実
験
施
設
を
改
装
し
、
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
形
式
の
実
験

室
を

整
備

す
る

と
と
も

に
必
要
な
研
究
設
備
・
機
器
を
取
り
揃
え
、

7
月
よ
り
研
究
活
動
を
開
始

し
た
。
 

 ・
福
井
県
の
繊
維
加
工
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊

維
の

高
付

加
価

値
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
基
本
技
術
を
確
立
し
た
。
 

 ・
地
域
と
の
実
験
実
習
な
ら
び
に
研
究
面
で
の
連
携
強
化
の
た
め
、
小
浜

市
、

小
浜

市
漁

協
と
連

携
協
定
を
結
び
、
マ
ハ
タ
の
魚
病
対
策
に
関
す
る
研
究
を
開
始
し

た
。
 

・
小
浜
湾
の
カ
キ
養
殖
（
マ
ガ
キ
・
イ
ワ
ガ
キ
）
に

関
し
て
、
小
浜
市

、
小

浜
市

漁
協

、
県

水
産

試
験
場
と
連
携
し
、
ブ
ラ
ン
ド

ガ
キ
の
販
売
に
向
け
て
研
究
を
進
め
た

。
 

   ・
5
月
に
産
学
官
連
携
を
担
当
す
る
専
任
教
員

1
名
、
6
月
に
リ
サ
ー
チ
・
ア

ド
ミ
ニ
ス

ト
レ

ー
タ

ー
1
名
を

配
置
し
、
地
域
連
携
本
部
の
体
制
強
化
に
着
手

す
る
と
と
も

に
、

産
学

官
連

携
推

進

に
必
要
な
規
程
整
備
、
学
内
シ
ー
ズ
の
発
掘
、
課
題
整
理
を
進
め

た
。
 

 

（
３
）
県
民

の
に
わ

と
な
る
キ

ャ
ン

パ
ス

の
整
備
 

①
地
域
住
民

を
招
い

た
記
念
植

樹
を

引
き

続
き
行

い
、
県

民
が

い
つ

で
も

集
う

こ
と

が
で

き
る

地
域

に
開

か
れ

た
キ
ャ

ン
パ

ス
を
整

備
す
る
。

 

 ②
県
大
レ
ス

ト
ラ
ン

の
県
民
の

利
用

を
促

進
す
る

た
め
、

あ
わ

ら
キ

ャ
ン

パ
ス

で
採

れ
た

食
材

の
提

供
や

ラ
イ

ブ
ラ
リ

ー
カ

フ
ェ
、
サ

イ
エ
ン

ス
カ

フ
ェ

の
講
座

を
行

う
な
ど

、
気

軽
に
立

ち
寄
れ
る

仕
掛

け
づ

く
り
を

進
め

る
。
 

 １
）

構
内

の
桜

を
は

じ
め

と
す

る
記

念
植

樹
の

移
植

を
進

め
、

県
民
が
楽
し
め
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
す
る
。
 

  １
）
県

大
で

収
穫
し
た
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
県
大
レ

ス
ト

ラ
ン
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
提
供
し
、
学
内
外
の
利
用
者

増
加

を
促
進
す
る
。
 

  

 ・
桜
の
樹
木
を
移
植
適
期
の

2
月
か
ら

3
月
に
移
植
し
た
。
 

   ・
地
元
の
野
菜
等
（
た
ま
ね
ぎ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
シ
イ
タ
ケ
等
）
を
用
い
た

食
事

や
栄

養
バ

ラ
ン
ス

の
と
れ
た
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
食
事
を
県
大
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
し

、
大

学
生

の
健

康
な
体

づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
た

。
 

  

Ⅴ
 

国
際
化
 

（
１
）
国
際

化
や
留

学
に
関
す

る
支

援
体

制
の
強

化
 

①
海

外
留

学
の

促
進

や
多

様
な

外
国

人
留

学
生

の
受

入

れ
お
よ

び
各

種
支
援

、
国
際
交

流
な

ど
の

関
連
業

務
を

扱
う
窓

口
を

一
元
化

し
て
相
乗

効
果

を
高

め
る
た

め
、

総
合
的

な
支

援
を
行

う
体
制
を

整
備

す
る

。
 

   

  １
）
ク

ラ
ブ

等
へ
の
体
験
入
部
な
ど
、
外
国
人
留
学
生
の
課

外
活

動
へ

の
参

加
や

日
本

人
学

生
と

の
交

流
を

促
進

す

る
。
 

２
）

国
際

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

総
合

的
な

留
学

生
支

援
策

を
、

教
職
協
働
で
検
討
す
る
。

 

  

  ・
ク
ラ
ブ
等
へ
の
体
験
入
部
等
の
機
会
を
設
け
、
正
式
な
入
部
に
も
つ
な

げ
る

な
ど

、
外

国
人
留

学
生
の
課
外
活
動
へ
の
参
加
や
日
本
人
学
生
と
の
交
流
を
促
進
し
た
。
 

 ・
留
学
生
支
援
体
制
に
関
す
る
学
内
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。（

6
/
1
4
全
学

向
け

、
6
/2
6
教

職
員

向
け
）【

再
掲
Ⅱ
２
(
2
)③

】
 

・
留
学
生
支
援
や
多
文
化
理
解
に
関
わ
る
教
育
を
担
う
専
任
教
員
の
新
た

な
採

用
を

決
定

し
た
。

【
再
掲
Ⅱ
２

(
2
)③

】
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

          ②
現

在
１

７
あ

る
ア

ジ
ア

地
域

等
の

海
外

提
携

大
学

に

加
え
、
新

た
な

提
携
先

大
学
を

開
拓

し
、
学

生
、
教
員

の
交
流

を
拡

大
す
る

と
と
も
に

、
海

外
の

学
術
研

究
機

関
と
連

携
し

た
研
究

交
流
を
推

進
す

る
。
 

 

３
）
留

学
生
の
自
主
的
な
取
組
み
や
、
日
本
人
学
生
を
は
じ

め
県

民
と
の
交
流
を
支
援
す
る
。
 

        １
）
交

換
留

学
協
定
校
の
開
拓
な
ど
、
新
た
な
海
外
学
術
交

流
の

企
画
を
、
教
職
協
働
で
検
討
す
る
。
 

 ２
）
コ
ロ

ナ
禍
で
中
断
し
て
い
た
海
外
学
術
交
流
協
定
校
と

の
学

生
間

、
教

員
間

の
交

流
の

本
格

的
再

開
を

支
援

す

る
。
 

     

・
W
o
r
l
d 
C
a
fé

に
お
い
て
、
留
学
生
の
自
主
的
な
取
組
み
や
、
日
本
人

学
生

を
は
じ

め
県

民
と

の

交
流
を
支
援
し
た
。
 

留
学
生
が
指
導
役
の
外
国
語
勉
強
会
（
中
国
語
、
韓
国
語
、
英
語
）
を
開
催
（
中

・
韓
は
概
ね
週

1
回
）
 

茶
道
部
と
の
共
催
で
「
茶
道
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
（

5
/
24

、
約

2
0
名
）
 

地
域
経
済
研
究
所
を
訪
問
し
た
テ
ネ
シ
ー
大
学
学
生
が
当
学
学
生
と
交
流

（
6
/
20

）
 

福
井
大
学
異
文
化
交
流
ス
ペ
ー
ス

G
L
OB
AL
 H
UB

と
の
共
催
で
、
日
本
の
夏
祭
り
イ

ベ
ン
ト
を
開
催

 

（
7
/
12

、
約

4
0
名
）
 

・
県
内
の
文
化
や
自
然
を
体
験
す
る
「
留
学
生
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
た

。（
7/
1
3
、
留

学

生
1
6
名
、
日
本
人
チ
ュ
ー
タ
ー
等

5
名
）
 

 ・
国
際
セ
ン
タ
ー
準
備
委
員
会
に
お
い
て
、
企
画
を
検
討
し
、
海
外
プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
先

と
な
る

教
育
委
機
関
と
新
た
に
関
係
を
構
築
し
た
。
 

 
 

〔
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
協
定
を
締
結
（

R
7
.
2
.1
）
〕
 

・
国

際
化

推
進

の
た

め
の
海

外
機

関
等

と
の

交
渉
や

、
海

外
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム
に
か

か
る

教
員

お
よ

び
学

生
へ

の
支

援
を
担

う
海

外
派

遣
支

援
コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
ー

を
新

た
に
採

用
し

た
。

（
5/

1）
 

・
宜
蘭
大
学
（
台
湾
）
を
訪
問
し
、
交
換
留
学
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た

。

（
7
/
2
5）

 

・
日
本
学
生
支
援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
主
催
の
「
海
外
留
学
フ
ェ
ア
」

に
参

加
し

、
在

日
大
使

館
等
か
ら
各
国
の
留
学
受
入
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
た
。（

7
/
2
7）

 

 

（
２
）
留
学

機
会
の

増
進
 

①
短
期
留
学

経
費
助

成
の
対
象

や
人

数
の

拡
大
、
留

学
と

連
動
し

た
異

文
化
理

解
教
育
の

実
施

な
ど

、
海
外

に
留

学
す
る

学
生

を
拡
大

す
る
。
 

     ②
外
国
語
の

習
得
だ

け
で
な
く

、
学

生
自

ら
の
専

門
性
を

磨
く
な

ど
目

的
意
識

を
持
っ
た

留
学

を
支

援
す
る

。
 

        

 １
）
国

際
セ

ン
タ
ー

に
お
け
る
留
学
支
援
体
制
を
、
教
職
協

働
で

検
討
す
る
。
 

２
）
海

外
留
学
以
外
に
も
、
学
生
の
多
文
化
理
解
の
推
進
す

る
策

を
教
職
協
働
で
検
討
す
る
。
 

    １
）
国

際
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
留
学
支
援
体
制
を
、
教
職
協

働
で

検
討
す
る
。【

再
掲
Ⅴ
(2
)
①
】
 

 ２
）
海

外
留
学
以
外
に
も
、
学
生
の
多
文
化
理
解
の
推
進
す

る
策

を
教
職
協
働
で
検
討
す
る
。【

再
掲
Ⅴ

(2
)①

】
 

     

 ・
国
際
セ
ン
タ
ー
準
備
委
員
会
に
お
い
て
支
援
体
制
や
推
進
策
を
検
討
し

、
留

学
生

に
よ

る
多
文

化
の
情
報
発
信
の
促
進
、
学
生
の
渡
航
費
用
補
助
の
強
化
を
行
っ
て
い
く

。
 

・
各
学
部
の
令
和

7
年
度
「
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
計
画
の
具
体
化

に
向
け

、
担
当
教

員
と

海

外
派
遣
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
調
整
し
、
実
施

に
向

け
た

関
係

機
関
と

の
交
渉
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
危
機
管
理
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
【

再
掲

Ⅲ
(
1)
①

】
 

・
留
学
生
支
援
や
多
文
化
理
解
に
関
わ
る
教
育
を
担
う
専
任
教
員
の
新
た

な
採

用
を

決
定

し
た
。

【
再
掲
Ⅱ
２

(
2
)③

】
 

 ・
国
際
セ
ン
タ
ー
準
備
委
員
会
に
お
い
て
、
企
画
を
検
討
し
、
海
外
プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
先

と
な
る

教
育
委
機
関
と
新
た
に
関
係
を
構
築
し
た
。
 

 
 

〔
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
協
定
を
締
結
（

R
7
.
2
.1
）
〕
 

・
国
際
セ
ン
タ
ー
準
備
委
員
会
に
お
い
て
支
援
体
制
や
推
進
策
を
検
討
し

、
留

学
生

に
よ

る
多
文

化
の
情
報
発
信
の
促
進
、
学
生
の
渡
航
費
用
補
助
の
強
化
を
行
っ
て
い
く

。
 

・
各
学
部
の
令
和

7
年
度
「
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
計
画
の
具
体
化

に
向
け

、
担
当
教

員
と

海

外
派
遣
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
調
整
し
、
実
施

に
向

け
た

関
係

機
関
と

の
交
渉
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
危
機
管
理
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
【

再
掲

Ⅲ
(
1)
①

】
 

・
留
学
生
支
援
や
多
文
化
理
解
に
関
わ
る
教
育
を
担
う
専
任
教
員
の
新
た

な
採

用
を

決
定

し
た
。

【
再
掲
Ⅱ
２

(
2
)③

】
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

      ③
外

国
人

留
学

生
の

受
入

れ
促

進
に

向
け

た
対

策
を

強

化
す
る

ほ
か

、
外
国

人
留
学
生

と
県

内
企

業
と
の

面
接

会
の
開

催
な

ど
、
卒

業
後
の
県

内
定

着
に

向
け
た

支
援

を
関
係

機
関

と
連
携

し
て
実
施

す
る

。
 

 

 ３
）
養

殖
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅱ
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の

実
習

を
実
施
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
の
養
殖
事
業
を

体
得

す
る
。
 

  １
）
県

内
企

業
へ
の
定
期
的
訪
問
に
よ
り
企
業
と
の
つ
な
が

り
を

強
化
し
、
採
用
情
報
の
収
集
や
本
学
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う

と
と

も
に

、
学
生
が
県
内
企
業
と
接
す
る
機
会
等
を
創
出

す
る

。【
再
掲

 Ⅱ
3(
1)

③
】
 

 

 ・
フ
ィ
リ
ピ
ン
イ
ロ
イ
ロ
の

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ

（
東
南
ア
ジ
ア
漁
業
開
発

セ
ン

タ
ー

）
養

殖
部
門

本
部
で

3
年
次
生

1
3
名
が
参
加
し
て
、
養
殖
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅱ

を
実
施

し
、
国
際

交
流
と

養
殖
事
例
、
研
究
開
発
の
実
態
を
学

ん
だ

。（
9
/1
-
1
3）

 

ま
た
、

W
o
rl
d
 
C
a
fé

で
成
果
報
告
を
行
っ
た
。
 

 

・
入
学
当
初
か
ら
日
本
で
の
就
職
に
対
す
る
意
識
付
け
等
の
支
援
を
行
う
よ
う

、
情
報
交

換
・

共

有
を
行
っ
た
。
 

【
再
掲

 
Ⅱ
3
(
1
)③

】
 

第
五
 

情
報

発
信
に

関
す

る
目

標
 

Ⅵ
 

情
報
発

信
 

 
 

 
 

（
１
）
戦
略

的
な
広

報
と
県
大

ブ
ラ

ン
ド

の
発
信
 

①
本
学
の
新

た
な
教

育
・
研
究

の
取

組
み

や
顕
著

な
研
究

成
果
を

メ
デ

ィ
ア
を

通
じ
て
国

内
外

に
広

く
発
信

し
、

県
大
の

ブ
ラ

ン
ド
力

を
高
め
る

。
ま

た
、
ス
ポ

ー
ツ
・

文
化

芸
術

に
意

欲
的

な
学

生
の

活
動

に
つ

い
て

も
積

極
的
に

ア
ピ

ー
ル
す

る
。
 

 ②
県
民
・
企

業
・
同

窓
生
な
ど

に
本

学
の

情
報
を

直
接
か

つ
迅
速

に
伝

え
る
た

め
、
全
学

的
に

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活

用
し

た
情
報

発
信

を
進
め

る
。
 

   ③
Ｕ

Ｉ
※

デ
ザ

イ
ン

を
県

大
グ

ッ
ズ

や
広

報
誌

等
へ

統

一
的
に

使
用

す
る
な

ど
、
ブ
ラ

ン
ド

化
を

推
進
す

る
。
 

※
ロ

ゴ
マ

ー
ク

や
メ

ッ
セ

ー
ジ

等
に

よ
り

大
学

の
イ

メ
ー

ジ
や

特
色

を
地

域
・
社

会
に

広
く
示

す
こ
と

（
U
ni
v
er
s
it
y
 I
d
en
t
it
y
の
略

）
 

 

 １
）
本

学
の
教
育
や
研
究
の
新
た
な
取
組
み
や
成
果
等
を

学
内

情
報
収
集
を
積
極
的
に
行
い
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
す

る
ほ

か
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
に
意
欲
的
な
学
生
の

活
動

を
広
報
誌
に
取
り
上
げ
る
。
 

  １
）
大

学
の

リ
ア
ル
な
活
動
状
況
を
県
民
に
で
き
る
限
り
迅

速
に

伝
え
る
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
随
時
活
用
し
な
が
ら
情
報

発
信

し
て
い
く
。
 

   １
）
Ｕ

Ｉ
デ
ザ
イ
ン
を
県
大
グ
ッ
ズ
や
大
学
印
刷
物
等
へ

用
い

て
学
内
外
に
広
く
浸
透
を
図
る
。
 

 

 ・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
に
意
欲
的
な
学
生
の
活
動
を
つ
ぐ
み
賞
と
し
て

表
彰

し
、

広
報

誌
、
ラ

ジ
オ
番
組
で
取
り
上
げ
た
。
 

    ・
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｘ
、
I
ns
ta
g
r
a
m、

F
a
c
e
bo
o
k）

を
運
用
し
、
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
と

連
動

し
た

情
報
発
信
を
実
施
し
た
。
 

・
広
報
誌
で
の

Ｐ
Ｒ

等
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
の
確
保
を
推
進

し
た
。
 

 
【
令
和

6
年
度
の
投
稿
数
】

延
べ

7
35

件
 

 
【
令
和

6
年
度
末
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
】
X
 1
,
6
1
3
人
、
In
s
t
a
g
r
a
m 
6
8
8
人

、
F
ac
e
b
oo
k
 3
05

人
 

 ・
Ｕ
Ｉ
デ
ザ
イ
ン
を
活
用
し
た
コ
ッ
ト
ン
バ
ッ
ク
を

8
月
よ
り
売
店
で
販

売
開

始
し
た
。
 

・
Ｕ
Ｉ
デ
ザ
イ
ン
を
印
刷
物
に
使
用
し
、
広
く
浸
透
を
図
っ
た
。
 

（
大

学
案

内
、

広
報

誌
、

研
究

シ
ー

ズ
集

、
公

開
講

座
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

学
生
募

集
要
項

、
チ

ラ
シ
等

）
 

・
Ｕ
Ｉ

デ
ザ

イ
ン
の

使
用

取
扱

要
項

を
作

成
す
る

と
と

も
に

、
案

内
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
学

内

掲
示
板
等
に
掲
載
し
、
活
用
促
進
を
図
っ
た
。
 

 

第
六

 
業

務
運

営
の

改
善

お
よ

び
効

率
化
に
関
す
る
目
標
 

Ⅶ
 

業
務
運

営
 

 
 

 
一

 
運

営
体

制
の

改
善

に
関

す
る

目
標
 

 二
 

教
育

研
究

組
織

の
見

直

し
に

関
す
る
目
標
 

 三
 

人
事

の
活

性
化

に
関

す

１
 

業
務
運

営
の
改

善
お
よ
び

効
率

化
 

（
１
）
教
育

研
究
組

織
の
見
直

し
 

①
学
部
・
学
科

等
の
新

設
、
再

編
を

は
じ

め
、
国
際

化
・

留
学
支

援
体

制
の
強

化
な
ど
、
時

代
の
変

化
や
地

域
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
を

進
め

る
。
 

  １
）
国

際
セ

ン
タ
ー

の
開
設
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
英

語
教

育
、
海
外
学
術
交
流
、
留
学
生
支
援
等
の
策
を
教
職

協
働

で
検
討
す
る
。
 

  

  ・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
単
位
認
定
制
度
の
再
構
築
と
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
拡

充
に

加
え

、
専
任

教
員
に
よ
る
留
学
生
支
援
を
強
化
す
る
組
織
体
制
の
整
備
を

行
っ
た
。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

る
目

標
 

 

（
２
）
業
務

実
行
機

能
の
向
上

 

①
教

員
と

職
員

が
一

体
と

な
っ

た
組

織
づ

く
り

や
個

別

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ご
と

に
責

任
者

を
明

確
に

し
た

運
営

を
行
う

な
ど

、
ガ
バ

ナ
ン
ス
機

能
の

強
化

を
図
り

、
中

期
計

画
を

着
実

に
実

行
す

る
た

め
の

柔
軟

な
体

制
を

整
備
す

る
。
 

 

 １
）
情

報
セ

ン
タ
ー
の
運
営
、
国
際
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
地
域

連
携

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）、

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
設

置
を
教
職
協
働
で
進
め
る
。
 

 ・
教
研
審
に
お
い
て
、
各
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
学
内
で
の
位
置
づ
け
等
を

検
討

し
、

規
程

改
正
を

行
っ
た
。
 

（
３
）
優
れ

た
教
職

員
の
確
保

・
育

成
方

策
の
充

実
 

①
任

期
付

任
用

制
度

の
見

直
し

な
ど

に
よ

り
優

れ
た

教

員
を
確

保
し

本
学
へ

の
定
着
を

進
め

、
若

手
教
員

か
ら

ベ
テ
ラ

ン
教

員
ま
で

、
バ
ラ
ン

ス
の

と
れ

た
教
員

体
制

を
つ
く

る
。
 

  ②
地
域
連
携

や
研
究

促
進
、
国

際
交

流
な

ど
の
分

野
に
お

い
て
専

門
能

力
の
あ

る
人
材
を

確
保

す
る

ほ
か
、
職

員

の
プ
ロ

パ
ー

化
を
進

め
る
。
 

 ③
教
職
員
の

超
過
勤

務
の
縮
減

な
ど

、
常

に
働
き

方
の
見

直
し
や

点
検

を
行
い

、
教
育
研

究
と

健
康

維
持
な

ど
安

全
衛
生

と
の

バ
ラ
ン

ス
の
と
れ

た
勤

務
を

進
め
る

。
 

 

 １
）
定

年
退
職
教
員
の
後
任
に
つ
い
て
、
採
用
の
前
々
年

1
2

月
ま

で
に
該
当
部
局
か
ら
採
用
の
申
出
を
受
け
、
経
営
的

観
点

か
ら
人
事
方
針
を
決
定
し
て
、
早
期
に

採
用
手
続
を

開
始

す
る

。
選
考
に
当
た
っ
て
は
、
最
終
候
補
者
に
対
し

理
事

長
・
学
長
に
よ
る
面
接
を
実
施
す
る
。
 

 １
）
プ

ロ
パ

ー
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
、
将
来
の
大
学
事

務
局

を
支
え
る
優
秀
な
職
員
を
採
用
す
る
。
 

  １
）
定

期
的

に
年
次
休
暇
の
取
得
実
績
お
よ
び
超
過
勤
務
実

績
を

本
人
や
管
理
職
へ
通
知
し
て
、
休
暇
取
得
の
促
進
お

よ
び

超
過
勤
務
縮
減
を
図
る
。

 

 

 ・
教
員
の
選
考
に
当
た
っ
て
は
、
最
終
候
補
者
に
対
し
理
事
長
・
学
長
に

よ
る

面
接

を
実

施
。
定

年
退
職
教
員
の
後
任
人
事
に
つ
い
て
は
、
採
用
の
前
々
年

1
2
月
ま
で
に

該
当
部

局
か
ら

採
用

の

申
出
を
受
け
、
経
営
的
観
点
か
ら
人
事
方
針
を
決
定
し
て
、
早
期
に
採

用
手

続
を

開
始
す

る
よ

う
準
備
を
進
め
た
。
 

  ・
4
9
名
の
応
募
が
あ
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ

試
験
や
書
類
審
査
、
個
別
面
接
に
よ

り
優

秀
な
職
員

1
名

を
採

用
し
た

。
 

  ・
8
月
末
時
点
で
の
取
得
実
績
を
本
人
や
管
理
職
へ
通
知
し
て
取
得
を
促

進
し

た
。
 

（
４
）
教
員

評
価
制

度
の
改
善

 

①
教
員
の
職

階
に
応

じ
た
評
価

な
ど

、
多

面
的
な

評
価
基

準
の
設

定
を

検
討
す

る
ほ
か
、
イ

ン
セ
ン

テ
ィ
ブ

が
働

く
教
員

評
価

制
度
の

運
用
改
善

を
図

る
。
 

 

 １
）
各

学
部

に
お
い
て
、
見
直
し
後
の
評
価
規
程
に
基
づ
き
、

職
階

に
応
じ
た
評
価
を
行
う
。

 

 

 ・
各
学
部
で
実
施
す
る
今
年
度
の
教
員

評
価
に
お
い
て
、
見
直
し
後
の

評
価

規
程
に

基
づ

き
、
職

階
に
応
じ
た
評
価
を
行
っ
た
。
 

第
七

 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標
 

 
 

 

 
一

 
外

部
研

究
資

金
そ

の
他

の
自

己
収

入
の

増
加

に
関

す
る

目
標
 

 

２
 

財
務
内

容
の
改

善
 

（
１
）
自
己

財
源
の

増
加
 

①
施
設
利
用

料
や
授

業
料
、
入

学
料

、
教

育
研
究

実
費
な

ど
に
つ

い
て

、
他
大

学
等
の
状

況
も

参
考

に
し
な

が
ら

必
要
に

応
じ

て
見
直

し
を
行
う

。
 

 ②
様
々
な
機

関
や
企

業
に
よ
る

競
争

的
研

究
資
金
・
助
成

金
を
獲

得
す

る
た
め

、
各
々
の

公
募

の
情

報
を
収

集
し

学
内
に

紹
介

す
る
ほ

か
、
知
的

財
産

の
活

用
を
図

る
。
 

  

  １
）
施

設
の
有
効
活
用
や
授
業
料
等
の
見
直
し
に
向
け
た

検
討

を
引
き
続
き
行
う
。
 

  １
）
知

的
財
産
維
持
の
考
え
方
に
つ
い
て
整
理
し
、
学
内

ル
ー

ル
を
検
討
す
る
。
 

２
）

民
間
の

公
益
財
団
等
の
研
究
助
成
に
関
す
る
公
募
情

報
を

収
集
・
学
内
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
関

係
教

員
に
周
知
す
る
。【

再
掲
Ⅲ

(2
)②

】
 

  ・
入
学
料
や
職
員
宿
舎
貸
与
料
に
つ
い
て
他
大
学
と
の
比
較
を
行
い
、
見

直
し

時
期

を
含

め
検
討

を
開
始
し
た
。
 

  ・
知
的
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
知
的
財
産
ポ
リ
シ
ー
等
の
学
内

ル
ー

ル
の

考
え

方
を
整

理
し
、
規
程
類

を
改
正
し
た
。
 

・
省
庁
や
公
的
機
関
に
よ
る
競
争
的
資
金
お
よ
び
民
間
の
公
益
財
団
等
の
研
究

助
成
に
関

す
る

公

募
情
報
を
学
内
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載
し
、
関
係
教
員
に
周

知
し
た

。
 

【
再
掲
Ⅲ

(2
)
②
】
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

   ③
寄
附
金
を

獲
得
す

る
た
め
、
同

窓
生
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
の

活
用
や

県
民

・
企
業

等
へ
の
Ｐ

Ｒ
を

強
化

す
る
。
 

 

３
）

科
研
費

申
請
支
援
の
対
象
人
数
を

10
人
以
上
に
増
や

し
て

実
施
す
る
。【

再
掲
Ⅲ
(2
)
②
】

 

 １
）
ク

ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
獲
得
等
に
よ
り
基
金
確

保
を

進
め
る
。
 

 

・
外
部
研
究
費
に
応
募
す
る
教
員
等
を
対
象
に
、
多
く
の
大
学
で
導
入
さ

れ
て

い
る

外
部

機
関
に

よ
る
研
究
計
画
書
の
添
削
支
援
を
実
施
し
た
。
（
対
象

15
名
）
【
一
部
再

掲
Ⅲ
(
2
)
②
】
 

 ・
7

月
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
学

生
が

作
り

だ
す

水

族
館
計
画
〜
小
浜
の
魚
の
魅
力
を
町
屋
か
ら
〜
」
に
応
募
し
て
資
金
獲

得
に

取
り

組
み

、
寄
付

者
1
8
7
人
、
寄
付
総
額

2
,5
4
5
千
円
の
実
績
と
な
っ
た
。

 

 

二
 

経
費

の
効

率
的

執
行

に

関
す

る
目
標
 

 

２
）
経
費
の

節
減
 

①
照

明
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

な
ど

省
エ

ネ
性

能
の

高
い

設
備

を

計
画
的

に
導

入
し
経

費
の
節
減

を
進

め
る

と
と
も

に
、

業
務

見
直

し
に

よ
り

運
営

の
合

理
化

・
簡

素
化

を
図

る
。
 

 １
）
照

明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
授
業
以
外
時
の
効
率
的
な
教
室
の

利
用

等
に
よ
り
、
節
電
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
る
と
と

も
に

、
電

気
の
使
用
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
教
員
の
コ

ス
ト

意
識
を
高
め
る
。
 

２
）
図

書
館
空
調
設
備
に
つ
い
て
、
省
エ
ネ
性
能
が
高
い
機

種
に

更
新
す
る
。
 

 ・
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
た
。（

共
通
講
義
棟
大
講
義
室
等
、
経
済
学

部
大
学

院
講

義
室

等
） 

・
生
物
資
源
学
部
棟
の
各
階
系
統
別
の
消
費
電
力
を
数
値
化
し
、
電
気
使

用
量

の
多

い
箇

所
の
特

定
を
進
め
、
特
に
使
用
料
の
多
い

5
階
・

6
階
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
更

新
を
進

め
た
。
 

 ・
永
平
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
空
調
設
備
更
新
工
事

 
R6
.
8
月
発
注
、

R
7
.
1
月

完
成
 

 

 第
八
 

自
己

点
検
・
評
価
お
よ
び

当
該

状
況

に
係

る
情

報
の

提
供

に
関
す
る
目
標
 

 
 

 

 
 

３
 

自
己
点

検
・
評

価
お
よ
び

当
該

状
況

に
係
る

情
報
の

提
供
 

（
１
）
評
価

に
基
づ

く
大
学
の

運
営
 

①
自

己
点

検
評

価
や

公
立

大
学

法
人

福
井

県
立

大
学

評

価
委
員

会
、
認

証
評

価
機
関
が

行
う

評
価

結
果
を

大
学

運
営
の

改
善

に
反
映

さ
せ
、
評

価
結

果
を

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
で
公

表
す

る
。
 

 

   １
）
前

年
度

の
実
績
に
つ
い
て
、
法
人
に
よ
る
自
己
点
検
評

価
を

行
い

、
大
学
評
価
委
員
会
の

審
査
を
受
け

、
そ
の
結

果
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
教
育
・
研
究
な
ど
大
学

業
務

に
反
映
さ
せ
る
。
 

 

   ・
前
年
度
の
実
績
に
つ
い
て
、
法
人
に
よ
る
自
己
点
検
評
価
を
行
い
、

大
学

評
価

委
員

会
の
審
査

を
受
け

、
そ
の
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
教
育
・
研
究
な
ど

大
学

業
務

に
反
映

さ
せ

た
。
 

第
九

 
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要
目
標
 

 
 

 

 
 

（
１
）
適
切

な
施
設

の
整
備
 

①
施
設
の
長

寿
命
化

計
画
を
作

成
し

、
計

画
に
基

づ
い
た

施
設

の
適

切
か

つ
計

画
的

な
維

持
管

理
や

修
繕

を
行

う
。
 

  

 １
）
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
空
調
機
の
更
新
や
ゲ
ー

ト
ブ

リ
ッ
ジ
外
壁
工
事
、
職
員
住
宅
の
外
壁
・
屋
上
防

水
工

事
を
実
施
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
含
め
た
健
全

な
施

設
管
理
を
行
う
。
 

 

 ・
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
外
壁
改
修
工
事

 
R6
.
9
月
発
注
、
R7
.
3
月
完
成
 

・
永
平
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
床
板
張
替
工
事
 
R
6
.
12

月
発
注
、

R7
.
3
月
完

成
 

・
兼
定
島
職
員
住
宅
（
Ｄ
・
Ｅ
棟
）
外
壁
・
屋
上
防
水
工
事

 
R
6
.
8
月
発

注
、

R
6
.
12

月
完

成
 

・
福
谷
職
員
住
宅
外
壁
・
屋
上
防
水
工
事

 
R
6
.1
0
月
発
注
、

R
7
.
3
月
完

成
 

 

（
２
）
施
設

の
安
全

管
理
の
強

化
 

①
学
生
や
教
職
員
、
学
外
来
訪
者
を
対
象
に
し
た
災
害
時

や
緊
急
時
の
対
応
を
事
前
に
定
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見

直
し
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
学
生
や
教
職
員
等
を
対

象
に
訓
練
を
行
う
。
 

  

 １
）
消

防
署

を
交
え
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
有
事
に
備
え

た
安

全
・
安
心
な
管
理
運
営
を
強
化
す
る
。
 

２
）
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
、
教

職
員

等
に
内
容
の
周
知
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。
 

３
）

施
設

に
対

し
て
、

利
用
実

態
や
火

災
等

の
危
険

性
を
踏

ま
え

た
防
火
査
察
を
実
施
し
、
火
災
の
発
生
を
抑
制
す
る
。 

 ・
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
学
生
を
対
象
に
普
通
救
命
講
習
会
を
実
施
し
た

。
 

 
（

9
/
2
4 

8
2
名
、
9
/
2
6 

3
8
名
、
1
0
/
1
5・

2
9 

57
名
）
 

・
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

9
月
～

11
月
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。
 

 
 

・
永
平
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
消
防
署
員
に
よ
る
防
火
査
察
を

7
月

～
9
月

に
実
施

し
、

火

災
に
対
す
る
安
全
性
を
確
認
し
た
。
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第
３
期
中
期
目
標
 

第
３
期
中
期
計
画
 

令
和
６
年
度
計
画
 

令
和
６
年
度
実
績
 

 ②
学
生
や
教

職
員
、
学

外
の
利

用
者

の
目

線
で
学

内
の
施

設
設

備
等

の
危

険
個

所
の

洗
出

し
と

安
全

対
策

を
講

じ
る
。
 

 

 １
）
学

内
道

路
や
駐
車
場
に
お
け
る
危
険
個
所
に
標
識
を
設

置
す

る
な
ど
、
よ
り
安
全
の
確
保
を
図
る
。
 

 

 ・
学
内
道
路
に
お
い
て
、
視
界
を
遮
る
木
の
伐
採
を

1
2
月
～

3
月
に
実
施
し

た
。
 

・
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
視
覚
障
が
い
者
標
示
を
黄
色
に
改
修
し
た
。
 

・
安
全
確
保
の
た
め
、
永
平
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
駐
車
場
区
画
白
線
お
よ
び

構
内

の
「

と
ま

れ
」
等

の
道
路
標
示
の
引
き
直
し
を

2
月
～
3
月
に
実
施
し
た
。

 

 

（
３
）
人
権

侵
害
の

防
止
・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ
ィ

強
化
 

①
適
切
な
相

談
環
境

や
対
応
体

制
、
研
修

実
施
な

ど
に
よ

り
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
人

権
侵

害
の

防
止

に
努

め
る
。
 

   ②
情

報
シ

ス
テ

ム
の

改
善

や
運

用
ル

ー
ル

の
徹

底
な

ど

情
報
セ

キ
ュ

リ
テ
ィ

対
策
を
強

化
す

る
。
 

 

 １
）
新

入
生
や
新
採
用
教
職
員
に
対
し
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の

防
止
を
啓
発
、
相
談
窓
口
を
周
知
す
る
。
 

 ２
）

学
生
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、
学
生
向
け
ア
ン
ケ
ー

ト
を

実
施
す
る
。
 

 １
）
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
改
定
な
ど
、
情
報

セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
強
化
す
る
。
 

２
）

令
和
７

年
度
更
新
予
定
の
サ
ー
バ
系
お
よ
び
基
幹
シ

ス
テ

ム
（
学
務
シ
ス
テ
ム
、
財
務
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い

て
、

基
本
設
計
を
行
う
。
 

３
）

共
通
情

報
演
習
室
の
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
化
に
向
け
た
環
境
整

備
や

課
題
の
検
討
お
よ
び
準
備
を
行
う
。
 

 ４
）

情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
開
催
す
る
。
 

 

 ・
学
内
に
相
談
員
等
を
記
載
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
学
生
カ

ウ
ン
タ
ー

な
ど

に

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
置
す
る
な
ど
、
ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防
止

の
啓

発
、
相
談
窓
口
を
周
知
し
た
。

 

・
学
部
生
お
よ
び
院
生
に
対
し
、
メ
ー
ル
に
て
学
生
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
 

（
R
6
.
4
月
、
R
7
.
1
月
）
 

 ・
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
更
新
を
円
滑
に
実
施
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル

を
維
持
に

努
め

た
。
 

・
サ
ー
バ
系
シ
ス
テ
ム
、
学
務
シ
ス
テ
ム
、
財
務
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
度
に

更
新

業

務
を
発
注
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
更
新
方
針
等
を
決
定
し
た
。
 

 ・
共
通
情
報
演
習
室
の
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
化
後
の
プ
リ
ン
タ
の
設
置
方
式
や
、
印
刷
枚

数
管
理
の

在
り

方

を
協
議
し
、
新
た
に
効
率
的
な
方
式
（
別
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
に
よ
る
プ
リ
ン
タ
接

続
方

式
）
を
決

定

し
、
準
備
を
進
め
た
。
 

・
全
教
職
員
を
対
象
と
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
実
施
し
た
。（

永
平

寺
Ｃ
：
9/
1
2
、
あ
わ

ら
Ｃ
：

9
/
13
、
小
浜
Ｃ
：

9/
1
8
）
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